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[論
文]
明
初
里
甲
制
体
制
の
歴
史
的
特
質
宋
元
史
研
究
の
視
角
か
ら
伊
藤
正
彦
                                                            
                                                                  
中
文
提
要
本
文
从
宋
元
史
研
究
的 
角
考
察
了
明
初
里
甲
制
制
度
的 
史
性
格 
得
出
了
以
下
的  
。明
初
的
里
甲
制
制
度
消
除
了
从
北
宋
后
期
至
元
代
一 
困 
地
方
行
政
的 
役 
担 
重
的
矛
盾 
在 
税
法
后 
第
一
次
把 
役 
担 
派
到 
有
土
地
的    
具
有  
代
的 
史
意 
。里
甲
制
制
度
的   
化 
是
由
于 
一 
期
本
身
就
是
土
地
所
有
者
的
小 
有
所 
展
的 
果
( 
似
于
十
四
世 
末
至
十
六、
十
七
世 
日
本
的
小 
自
立
) 
是
在
元
末
江
南
的
役
法
改
革
中
出 
的
共
同
服
役  
短
服
役  
等
一
系
列   
役 
担
措
施
的
基 
上
演  
展
而
来
的
。
キ
ー
ワ
ー
ド
職
役
の
｢
正
役｣
化
、
催
税
負
担
の
比
較
、
元
末
江
南
の
役
法
改
革
、
職
役
負
担
の
軽
減
化
、
徽
州
府
休
寧
県
里
仁
東
郷
二
七
都
五
図
、
｢
小
農
自
立｣
は
じ
め
に
戦
後
日
本
の
中
国
前
近
代
史
研
究
に
お
い
て
有
力
で
あ
っ
た
学
説
は
、
い
わ
ゆ
る
｢
唐
宋
変
革｣
か
ら
｢
明
末
清
初｣
に
至
る
時
期
の
89
中
国
社
会
の
歴
史
的
展
開
過
程
に
関
す
る
限
り
、
整
合
的
な
把
握
が
困
難
で
あ
る
か
、
不
明
確
な
把
握
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
ば
、
ウ
ク
ラ
ー
ド
を
注
視
し
た
宋
代
以
降
封
建
制
成
立
論
の
場
合
、
宋
代
の
浙
西
デ
ル
タ
で
発
達
し
た
大
規
模
な
地
主
制
と
明
末
以
降
の
地
主
制
の
発
達
と
の
連
関
性
は
等
閑
に
付
さ
れ
(
１)
、
国
家
の
人
民
支
配
体
制
に
視
野
を
拡
げ
た
明
末
清
初
期
封
建
制
成
立
論
の
場
合
、
宋
―
明
末
期
は
｢
個
別
的
人
身
支
配｣
に
代
わ
る
｢
戸
等
制
支
配｣
の
時
代
と
し
て
一
括
さ
れ
た
(
２)
。
こ
れ
ら
の
理
解
を
方
法
論
か
ら
批
判
的
に
検
討
し
、
新
た
な
｢
唐
宋
変
革｣
論
を
提
示
し
た
中
国
史
研
究
会
の
理
解
に
あ
っ
て
も
、
宋
代
か
ら
明
末
に
至
る
時
期
は
｢
両
税
法
時
代｣
と
と
ら
え
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
(
３)
。
近
年
で
は
、
欧
米
の
中
国
史
学
界
に
お
い
て
唐
末
以
降
の
歴
史
的
展
開
過
程
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、｢
宋
元
明
移
行
期｣
論
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
術
会
議
も
開
催
さ
れ
て
い
る
(
４)
。
し
か
し
、
そ
の
議
論
に
お
い
て
も
宋
代
か
ら
明
末
に
至
る
時
期
が
い
か
な
る
社
会
か
ら
い
か
な
る
社
会
へ
の
移
行
期
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
り
、
国
家
主
導
の
｢
上
か
ら
の
秩
序
化｣
(
＝             
)
と
地
方
エ
リ
ー
ト
主
導
の
｢
下
か
ら
の
秩
序
化｣
(
＝             
)
と
の
循
環
論
に
陥
っ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。
｢
唐
宋
変
革｣
か
ら
｢
明
末
清
初｣
に
至
る
時
期
の
歴
史
的
展
開
過
程
は
、
い
ま
だ
に
中
国
前
近
代
史
研
究
が
追
究
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
宋
元
史
研
究
と
明
清
史
研
究
と
の
断
絶
的
状
況
に
規
定
さ
れ
、
明
初
里
甲
制
体
制
の
理
解
の
大
枠
が
新
た
な
王
朝
国
家
に
よ
る
統
一
的
人
民
編
成
と
い
う
も
の
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
宋
・
元
代
以
来
の
歴
史
的
性
格
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
ろ
う
(
５)
。
小
論
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
明
初
里
甲
制
体
制
の
歴
史
的
性
格
理
解
に
つ
い
て
一
石
を
投
ず
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
門
外
漢
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
清
史
に
論
及
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
明
清
史
研
究
の
専
門
家
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
御
批
判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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一明
初
里
甲
制
体
制
の
画
期
性
職
役
の｢
正
役｣
化
周
知
の
よ
う
に
、
北
宋
後
半
か
ら
元
代
に
か
け
て
は
、
清
代
と
並
ん
で
官
吏
の
実
務
指
南
・
勧
戒
の
書
官
箴
書
が
数
多
く
編
纂
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
北
宋
後
半
―
元
代
の
官
箴
書
は
主
に
州
・
県
行
政
を
対
象
と
し
て
お
り
、
前
代
の
も
の
に
比
べ
極
め
て
実
務
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
北
宋
後
半
―
元
代
に
こ
う
し
た
官
箴
書
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
当
該
時
期
の
地
方
行
政
が
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。
佐
竹
靖
彦
氏
は
、
北
宋
後
半
以
降
の
代
表
的
な
官
箴
書
で
あ
る
李
元
弼
撰
『
作
邑
自
箴』
に
つ
い
て
、
地
方
行
政
制
度
も
大
き
く
変
質
し
た
｢
唐
宋
変
革｣
以
降
の
｢
新
し
い
社
会
の
状
況
の
展
開
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
展
開
に
対
し
て
、
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
当
時
の
士
大
夫
た
ち
の
努
力
の
軌
跡
を
示
す
歴
史
的
史
料｣
と
評
価
し
て
い
る
(
６)
。
で
は
、
北
宋
後
半
―
元
代
の
地
方
行
政
の
課
題
と
は
具
体
的
に
何
か
。
明
初
里
甲
制
体
制
の
歴
史
的
性
格
を
探
る
糸
口
と
し
て
、
北
宋
後
半
か
ら
元
代
に
か
け
て
の
著
名
な
官
箴
書
の
一
つ
で
あ
る
闕
名
氏
撰
『
州
県
提
綱』
に
よ
っ
て
当
時
の
地
方
行
政
の
具
体
的
な
課
題
を
確
認
し
よ
う
。数
あ
る
北
宋
後
半
―
元
代
の
官
箴
書
の
な
か
か
ら
『
州
県
提
綱』
を
選
択
す
る
理
由
は
、
次
の
通
り
。
当
時
の
官
箴
書
で
最
も
詳
細
か
つ
実
務
的
な
内
容
を
具
え
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
李
元
弼
撰
『
作
邑
自
箴』
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
方
官
の
執
務
実
態
を
窺
う
に
は
最
良
の
史
料
で
あ
る
が
、
地
方
行
政
の
課
題
を
確
認
す
る
目
的
に
は
『
州
県
提
綱』
や
胡
太
初
撰
『
昼
簾
緒
論』
の
方
が
適
し
て
い
る
。
両
書
の
う
ち
、『
昼
簾
緒
論』
は
、｢
尽
己
篇
第
一｣
以
下
一
五
の
篇
目
に
分
け
て
地
方
長
官
の
心
得
・
主
要
業
務
の
注
意
事
項
を
論
述
し
て
お
り
、
体
系
性
・
論
理
性
に
お
い
て
『
州
県
提
綱』
よ
り
も
優
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
林
森
廣
氏
が
指
摘
し
た
通
り
、『
昼
簾
緒
論』
は
胡
太
初
が
任
官
以
前
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
ら
の
執
務
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
論
述
で
は
な
い
(
７)
。
同
じ
く
古
林
氏
に
よ
れ
ば
、
胡
太
初
は
｢
既
存
の
官
箴
書
の
類
を
参
照
し
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
纏
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
に
『
緒
論』
の
記
述
内
容
か
ら
見
て
、
南
宋
中
期
の
闕
名
撰
『
州
県
提
綱』
…
…
を
特
に
下
敷
き
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る｣
と
い
う
(
８)
。
こ
れ
が
『
昼
簾
緒
論』
で
は
な
く
、『
州
県
提
綱』
を
素
材
と
す
る
理
由
で
あ
る
。
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さ
て
、
南
宋
の
紹
興
年
間
末
期
に
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
闕
名
氏
撰
『
州
県
提
綱』
四
巻
(
９)
は
、
巻
一
が
二
八
項
目
、
巻
二
が
四
七
項
目
、
巻
三
が
二
四
項
目
、
巻
四
が
一
七
項
目
の
全
一
一
六
項
目
の
論
述
か
ら
成
る
。
同
時
期
の
他
の
官
箴
書
と
同
様
に
、
い
か
に
し
て
胥
吏
や
地
域
の
豪
民
(〝
豪
強
の
人〟
・〝
姦
豪〟
)
た
ち
の
意
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
円
滑
に
地
方
行
政
を
遂
行
す
る
か
が
全
体
を
貫
く
テ
ー
マ
で
あ
り
( )
、
巻
一
で
は
そ
の
た
め
の
自
己
修
養
や
施
政
理
念
が
説
か
れ
、
巻
二
―
四
で
は
具
体
的
な
執
務
に
即
し
て
注
意
点
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
( )
。
重
要
な
の
は
、
巻
二
―
四
で
ど
の
よ
う
な
業
務
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
か
で
あ
る
。
註
( )
に
あ
げ
た
全
項
目
の
標
題
の
一
覧
を
参
照
さ
れ
た
い
。
巻
二
で
は
、
四
七
項
目
の
う
ち
、
財
政
業
務
を
論
じ
た
八
項
目
、
救
荒
・
福
祉
業
務
を
論
じ
た
三
項
目
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
が
裁
判
業
務
、
と
く
に
地
方
長
官
の
判
決
を
左
右
す
る
要
素
へ
の
注
意
が
周
到
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
巻
三
で
は
、
二
四
項
目
す
べ
て
で
審
理
・
科
罰
・
収
監
な
ど
裁
判
業
務
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
注
意
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
巻
四
は
、
一
七
項
目
す
べ
て
を
財
政
業
務
に
費
や
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
州
県
提
綱』
の
実
務
的
指
南
の
大
部
分
は
、
裁
判
業
務
と
財
政
業
務
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
つ
の
業
務
が
地
方
長
官
の
歴
史
普
遍
的
な
業
務
で
あ
っ
た
( )
こ
と
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
現
象
と
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
注
視
す
べ
き
は
、
主
要
業
務
の
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
か
で
あ
る
。
裁
判
業
務
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
健
訟
の
徒
(〝
能
く
訴
う
る
者〟
・〝
専
ら
健
訟
を
事
と
す
る
者〟
)
の
教
唆
を
受
け
た
善
良
な
人
民
が
些
細
な
案
件
を
提
訴
し
て
破
産
の
憂
き
目
に
逢
っ
て
し
ま
う
事
態
、
健
訟
の
徒
の
虚
偽
の
訴
え
の
処
理
に
官
府
も
苦
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
財
政
業
務
に
つ
い
て
は
、
徴
税
業
務
以
上
に
徭
役
と
く
に
職
役
(
保
正
・
大
保
長)
賦
課
の
局
面
に
論
及
し
て
お
り
、
過
重
な
負
担
、
胥
吏
の
不
正
行
為
に
よ
っ
て
就
役
人
戸
が
破
産
に
陥
る
事
態
、
そ
れ
ゆ
え
人
民
が
就
役
を
忌
避
し
て
訴
訟
(〝
糾
決〟
・〝
糾
論〟
)
を
惹
き
起
こ
す
事
態
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
『
州
県
提
綱』
の
典
型
的
な
記
述
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
【
健
訟
の
徒
に
関
す
る
論
及
の
例
】
 
小
民
田
野
に
生
長
し
、
朝
夕
犂
鋤
に
従
事
し
、
目
字
を
識
ら
ず
。
安
ぞ
能
く
法
を
知
ら
ん
や
。
…
…
能
く
訟
う
る
者
に
謀
る
に
至
れ
ば
、
率
ね
其
の
獲
る
こ
と
有
る
を
利
と
し
、
惟
だ
争
わ
ざ
る
を
恐
れ
、
往
往
に
し
て
多
く
其
の
辞
を
甘
く
し
て
以
て
之
を
誘
う
。
故
に
彼
肌
膚
を
傷
つ
け
家
産
を
破
る
に
終
わ
る
も
悔
い
る
を
知
ら
ず
。
(
巻
二
(
３)
｢
示
無
理
者
以
法｣)
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 
其
れ
農
業
に
務
め
ず
、
専
ら
健
訟
を
事
と
す
る
者
有
り
、
其
の
善
懦
を
欺
き
、
往
き
て
其
の
短
を
捜
求
し
、
誣
告
し
て
賂
を
挟
む
。
県
令
明
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
吏
之
を
獄
に
置
き
、
枝
蔓
追
究
し
、
必
ず
其
の
家
を
破
る
。
県
令
苟
く
も
明
に
し
て
、
追
証
既
に
備
わ
り
、
罪
帰
す
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
誣
告
す
る
者
罪
を
懼
れ
、
理
断
を
待
た
ず
し
て
、
妄
り
に
詞
を
飾
り
、
今
日
は
郡
に
走
り
、
明
日
は
監
司
に
走
り
、
其
の
転
送
を
脱
れ
、
或
い
は
案
を
索
む
れ
ば
、
又
た
因
循  
し
、
以
て
幸
い
に
脱
る
。
(
巻
二
( )
｢
告
訐
必
懲｣)
【
職
役
賦
課
の
矛
盾
に
関
す
る
論
及
の
例
】
 
争
役
の
訟
え
、
多
く
県
家
の
非
泛
の
科
需
よ
り
起
こ
る
。
期
限
厳
迫
し
、
時
な
ら
ず
鞭
撻
し
、
兼
て
吏
輩
毎
に
過
取
す
れ
ば
、
役
未
だ
満
た
ず
し
て
家
破
れ
り
。
故
に
力
争
し
て
以
て
倖
免
を
冀
う
。
(
巻
二
( )
｢
禁
擾
役
人｣)
 
県
令
明
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
吏
役
を
差
す
る
に
因
り
、
並
縁
し
て
奸
を
為
す
。
如
し
甲
を
差
し
て
賂
を
得
れ
ば
、
輒
ち
改
め
て
乙
を
差
し
、
乙
を
差
し
て
賂
を
得
れ
ば
、
輒
ち
改
め
て
丙
を
差
す
。
本
よ
り
一
戸
を
差
す
る
も
、
害
数
家
に
及
び
、
争
競
し
て
擾
擾
た
り
。
久
し
く
す
る
も
定
ま
る
莫
し
。
(
巻
二
( )
｢
禁
差
役
之
擾｣)
健
訟
の
徒
の
暗
躍
・
虚
偽
の
訴
え
の
蔓
延
が
当
時
の
深
刻
な
社
会
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
学
に
よ
っ
て
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
( )
が
、
職
役
賦
課
の
矛
盾
も
そ
れ
と
並
ぶ
課
題
で
あ
っ
た
( )
。
し
か
も
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
が
当
時
を
代
表
す
る
官
箴
書
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
健
訟
・
妄
告
の
風
潮
、
職
役
賦
課
の
矛
盾
へ
の
対
処
が
当
時
の
地
方
行
政
の
普
遍
的
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
( )
。
こ
の
二
つ
の
課
題
は
、
元
末
の
段
階
で
も
地
方
政
治
改
革
の
実
務
的
課
題
と
さ
れ
た
( )
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
幾
多
の
改
革
が
重
ね
ら
れ
な
が
ら
も
、
元
末
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
地
方
行
政
の
重
要
課
題
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
た
。
か
く
て
明
初
の
里
甲
制
体
制
(
江
南
の
場
合
は
糧
長
・
里
甲
制
体
制)
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
そ
れ
は
北
宋
後
半
以
来
の
地
方
行
政
の
課
題
の
解
決
を
図
る
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
洪
武
二
七
(
一
三
九
四)
年
四
月
施
行
の
郷
村
裁
判
を
主
要
任
務
と
す
る
い
わ
ゆ
る
里
老
人
制
は
、
煩
雑
と
化
し
て
い
た
軽
微
な
事
案
の
裁
判
業
務
を
国
家
が
回
避
す
る
た
め
に
創
出
し
た
職
役
制
度
で
あ
り
( )
、
糧
長
・
里
甲
制
体
制
下
で
の
賦
役
黄
冊
の
作
成
と
徭
役
賦
課
は
、
南
宋
・
元
代
の
義
役
の
機
能
を
継
承
し
て
職
役
賦
課
の
矛
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盾
の
根
源
を
解
消
す
る
も
の
で
あ
っ
た
( )
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
明
初
里
甲
制
体
制
に
は
中
国
史
上
の
大
き
な
画
期
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
筆
者
も
含
め
従
来
の
研
究
が
歴
史
的
評
価
を
等
閑
に
し
て
き
た
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
洪
武
一
四
年
(
一
三
八
一)
正
月
の
里
甲
制
施
行
の
記
事
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
是
の
月
、
天
下
の
郡
県
に
命
じ
て
、
賦
役
黄
冊
を
編
ま
し
む
。
其
の
法
、
一
百
一
十
戸
を
以
て
里
と
為
す
。
一
里
の
中
、
丁
糧
多
き
者
十
人
を
推
し
て
之
が
長
と
為
し
、
余
の
百
戸
も
て
十
甲
と
為
す
。
甲
は
凡
そ
十
人
な
り
。
歳
ご
と
に
里
長
一
人
・
甲
首
十
人
を
役
し
、
一
里
の
事
を
管
摂
せ
し
む
。
城
中
は
坊
と
曰
い
、
近
城
は
廂
と
曰
い
、
郷
都
は
里
と
曰
う
。
凡
そ
十
年
に
し
て
一
周
し
、
先
後
は
則
ち
各
お
の
丁
糧
の
多
寡
を
以
て
次
と
為
す
。
里
毎
に
編
み
て
一
冊
を
為
り
、
冊
の
首
は
総
べ
て
一
図
を
為
る
。
其
の
里
中
の
鰥
寡
孤
独
に
し
て
役
に
任
え
ざ
る
者
は
、
則
ち
百
一
十
戸
の
外
に
帯
管
し
て
、
図
の
後
に
列
ぬ
。
名
づ
け
て
畸
零
と
曰
う
。
冊
成
れ
ば
四
本
を
為
り
、
一
つ
は
以
て
戸
部
に
進
め
、
其
の
三
つ
は
則
ち
布
政
司
・
府
・
県
、
各
お
の
其
の
一
つ
を
留
む
。
(『
明
太
祖
実
録』
巻
一
三
五
、
洪
武
一
四
年
正
月
条)
一
里
＝
一
一
〇
戸
(
＋
α
の
畸
零
戸)
の
戸
数
原
則
で
編
成
さ
れ
る
里
甲
制
の
下
で
は
、
一
年
交
替
の
輪
番
で
一
里
長
戸
と
一
〇
甲
首
戸
の
計
一
一
戸
が
共
同
就
役
し
、
一
〇
年
で
一
周
す
る
原
則
で
あ
っ
た
( )
。
重
要
な
の
は
、
里
長
・
甲
首
の
役
が
｢
里
甲
正
役｣
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
年
老
・
残
疾
・
幼
小
・
寡
婦
・
外
郡
寄
荘
人
戸
・
無
所
有
人
戸
な
ど
の
就
役
に
耐
え
ら
れ
な
い
畸
零
戸
を
除
き
、
里
長
・
甲
首
の
役
が
土
地
所
有
＝
税
糧
負
担
人
戸
の
普
遍
的
義
務
(
官
僚
身
分
保
持
者
も
優
免
さ
れ
な
い)
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
職
役
負
担
を
土
地
所
有
人
戸
の
普
遍
的
義
務
と
す
る
こ
と
は
、
宋
・
元
代
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
で
あ
る
。
北
宋
後
半
以
降
に
普
及
し
た
保
正
・
大
保
長
の
場
合
、
土
地
所
有
＝
両
税
負
担
人
戸
(
主
戸)
の
う
ち
、
一
等
戸
―
三
等
戸
で
成
丁
二
名
以
上
の
人
戸
が
税
産
額
順
に
二
年
任
期
の
輪
番
で
就
役
す
る
原
則
で
あ
っ
た
( )
。
南
宋
後
半
以
降
、
戸
等
制
に
基
づ
く
職
役
賦
課
は
弛
緩
す
る
( )
も
の
の
、
中
等
戸
相
当
以
上
の
税
産
所
有
人
戸
が
就
役
す
る
点
は
不
変
で
あ
り
、
そ
れ
は
漢
地
の
役
法
を
継
承
し
た
元
代
江
南
の
里
正
・
主
首
の
役
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
( )
。
宋
代
に
職
役
を
負
担
し
た
中
等
戸
以
上
の
人
戸
の
比
率
は
、
多
い
場
合
で
あ
っ
て
も
全
人
戸
の
二
〇
％
程
度
を
占
め
た
に
す
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ぎ
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( )
。
島
居
一
康
氏
は
、
両
税
法
下
の
税
役
収
取
原
則
を
｢
土
地
所
有
に
も
と
づ
く
租
税
と
徭
役
と
の
統
一
的
編
成｣
と
把
握
し
て
い
る
( )
が
、
宋
・
元
代
は
土
地
所
有
人
戸
が
租
税
と
徭
役
の
双
方
を
負
担
す
る
こ
と
が
一
定
の
階
層
以
上
の
人
戸
の
み
で
実
現
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
段
階
で
あ
り
、
土
地
所
有
人
戸
全
般
が
租
税
と
徭
役
と
も
に
負
担
す
る
こ
と
は
明
初
の
里
甲
制
体
制
に
至
っ
て
実
現
し
た
。
す
な
わ
ち
、
明
初
里
甲
制
体
制
は
、
両
税
法
施
行
後
は
じ
め
て
土
地
所
有
人
戸
全
般
が
租
税
と
徭
役
を
負
担
す
る
原
則
を
実
現
し
た
体
制
で
あ
り
、
中
国
史
を
通
じ
て
い
え
ば
、
す
べ
て
の
農
民
成
年
男
子
を
｢
正｣
と
し
て
中
央
・
地
方
の
兵
役
・
力
役
に
あ
た
ら
せ
た
秦
・
漢
期
( )
、
そ
し
て
隋
・
唐
代
の
租
調
庸
制
に
お
け
る
｢
歳
役
＝
正
役｣ ( )
に
つ
づ
く
、
三
度
目
の
｢
正
役｣
体
制
と
い
う
画
期
性
を
具
え
た
存
在
で
あ
っ
た
。こ
う
し
た
里
甲
制
の
画
期
性
を
可
能
と
し
た
要
因
の
第
一
は
、
里
甲
正
役
の
就
役
に
耐
え
う
る
だ
け
の
小
経
営
農
民
の
成
長
、
な
ら
び
に
里
甲
編
成
に
適
合
す
る
階
層
構
成
の
形
成
で
あ
り
、
第
二
は
、
郷
村
制
の
戸
数
原
則
の
縮
小
と
一
里
長
戸
・
一
〇
甲
首
戸
＝
計
一
一
戸
の
共
同
就
役
に
よ
っ
て
就
役
人
戸
の
負
担
を
軽
減
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
里
甲
制
を
税
役
徴
収
機
構
と
す
る
通
説
的
理
解
を
批
判
的
に
検
討
し
た
岩
井
茂
樹
氏
は
、
里
長
・
甲
首
の
主
要
な
職
責
と
さ
れ
た〝
催 
銭
糧〟
・〝
勾
摂
公
事〟
の
後
者
に
つ
い
て
、〝
勾
摂
公
事〟
と
は
里
長
・
甲
首
が
担
う
公
務
一
般
で
は
な
く
、
里
内
に
事
件
や
訴
訟
案
件
が
生
じ
た
場
合
に
犯
人
や
関
係
者
を
拘
引
す
る
と
い
う
極
め
て
限
定
さ
れ
た
業
務
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
証
し
、
里
甲
正
役
は
軽
微
な
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
( )
。
で
は
、
里
甲
正
役
は
前
代
の
職
役
と
比
べ
て
具
体
的
に
ど
の
程
度
負
担
を
軽
減
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
仮
定
を
く
わ
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
定
量
的
な
比
較
が
可
能
な〝
催 
銭
糧〟
催
税
業
務
の
面
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
明
代
里
甲
制
下
の
催
税
原
則
一
里
の
税
糧
負
担
人
戸
は
一
一
〇
戸
で
あ
り
、
任
期
一
年
の
間
に
催
税
機
会
が
夏
税
・
秋
糧
の
二
回
あ
り
、
一
里
長
戸
・
一
〇
甲
首
戸
の
一
一
戸
で
催
税
す
る
こ
と
を
も
と
に
、
里
長
・
甲
首
の
就
役
人
戸
一
戸
の
催
税
負
担
を
単
純
に
算
出
す
れ
ば
、
就
役
人
戸
は
一
年
間
で
二
〇
戸
分
の
催
税
を
負
担
し
た
こ
と
に
な
る
(
一
一
〇
戸
×
年
二
回÷
里
長
・
甲
首
一
一
戸
＝
二
〇
戸
分)
。
も
ち
ろ
ん
、
催
税
は
里
長
の
差
配
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
か
ら
、
実
際
に
は
就
役
人
戸
が
機
械
的
に
二
〇
戸
分
の
催
税
を
分
担
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
〇
戸
分
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
催
税
負
担
を
定
量
的
に
比
較
す
る
た
め
の
目
安
で
あ
る
。
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一
方
、
宋
代
の
都
保
制
下
の
就
役
と
催
税
原
則
(
紹
聖
二
[
一
〇
九
五]
年
二
月
の
｢
紹
聖
常
平
免
役
勅
令｣
以
降)
は
、
一
都
＝
二
五
〇
戸
か
ら
税
産
額
順
に
選
出
し
た
一
〇
名
の
う
ち
、
二
名
が
保
正
・
副
に
就
役
し
、
残
り
の
八
名
が
大
保
長
に
就
き
、
大
保
長
は
年
二
回
の
催
税
機
会
ご
と
に
二
名
が
都
内
の
催
税
を
担
い
、
二
年
間
で
一
周
し
て
任
期
を
終
え
る
(
二
年
間
で
計
四
回
の
催
税
機
会
を
二
名
ず
つ
担
当
す
る
た
め
、
大
保
長
の
任
期
は
二
年
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
催
税
を
担
う
の
は
一
回
で
あ
る)
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
( )
。
こ
の
原
則
に
都
内
の
両
税
負
担
人
戸
が
二
五
〇
戸
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
大
保
長
の
就
役
人
戸
一
戸
の
催
税
負
担
を
算
出
す
れ
ば
、
一
二
五
戸
分
の
催
税
を
負
担
し
た
こ
と
に
な
る
(
二
五
〇
戸
×
年
一
回÷
大
保
長
二
戸
＝
一
二
五
戸
分)
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
代
の
里
長
・
甲
首
の
催
税
負
担
は
宋
代
の
大
保
長
の
催
税
負
担
の
一
六
％
(
二
〇
戸
分
／
一
二
五
戸
分)
に
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
こ
の
値
は
、
宋
代
の
都
保
制
が
一
都
＝
二
五
〇
戸
の
原
則
で
編
成
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
つ
と
に
周
藤
吉
之
氏
が
南
宋
・
淳
熙
年
間
の
四
川
の
瀘
川
・
江
安
・
合
江
三
県
を
事
例
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
南
宋
期
の
現
実
の
都
の
戸
数
は
一
都
＝
二
五
〇
戸
の
原
則
か
ら
大
き
く
乖
離
し
て
お
り
、
一
〇
〇
〇
戸
を
越
え
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
( )
。
仮
に
一
都
の
戸
数
が
一
〇
〇
〇
戸
の
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
大
保
長
の
就
役
人
戸
一
戸
の
催
税
負
担
は
五
〇
〇
戸
と
な
り
(
一
〇
〇
〇
戸
×
年
一
回÷
大
保
長
二
戸
＝
五
〇
〇
戸
分)
、
里
長
・
甲
首
の
催
税
負
担
は
大
保
長
の
負
担
の
四
％
(
二
〇
戸
分
／
五
〇
〇
戸
分)
に
ま
で
軽
減
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
戸
数
と
郷
・
都
(
保)
数
を
伝
え
る
宋
・
元
代
の
地
方
志
を
残
す
地
域
南
宋
期
は
慶
元
府
下
の
諸
県
と
平
江
府
崑
山
県
、
元
代
は
嘉
興
路
下
の
諸
府
・
県
と
鎮
江
路
下
の
諸
県
に
つ
い
て
、
実
際
の
数
値
を
も
と
に
南
宋
期
の
大
保
長
と
元
代
の
主
首
の
催
税
負
担
を
算
出
し
た
結
果
は
表
１
・
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
算
出
に
あ
た
っ
て
は
、
県
全
体
の
郷
村
戸
の
数
(
宋
代
の
場
合
は
主
戸
数)
を
都
(
保)
数
で
除
し
て
一
都
(
保)
の
平
均
戸
数
を
求
め
、
そ
の
数
値
を
右
に
同
じ
く
就
役
・
催
税
原
則
に
則
っ
て
計
算
し
た
( )
。
元
代
江
南
の
主
首
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
確
認
す
る
よ
う
に
、
任
期
が
一
年
と
半
年
の
時
期
、
ま
た
複
数
の
人
戸
で
就
役
す
る
時
期
が
あ
っ
た
た
め
、
一
戸
が
一
年
任
期
で
就
役
し
た
場
合
、
一
戸
が
半
年
任
期
で
就
役
し
た
場
合
、
二
戸
が
半
年
任
期
で
就
役
し
た
場
合
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
算
出
し
た
。
さ
て
、
南
宋
期
で
は
、
慶
元
府
象
山
県
で
最
も
大
保
長
の
催
税
負
担
が
軽
く
、
そ
れ
は
先
に
見
た
原
則
に
近
い
一
三
七
・
一
九
戸
分
で
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表１ 南宋期の催税負担例
慶元府下の諸県  県
郷・都 数 戸 数 １都の平均戸数 １大保長の催税負担
11郷55都 36,296戸 659.93戸 329.96戸分
郷・都数は 『延祐四明志』 巻８城邑攷 ｢郷都｣, 戸数は 『宝慶四明志』 巻13 県志 ｢戸口｣ が記
す郷戸数に基づく｡
奉化県
郷・都 数 主 戸 数 １都の平均主戸数 １大保長の催税負担
８郷52都 26,997.3戸 519.18戸 259.59戸分
郷・都数は 『延祐四明志』 巻８城邑攷 ｢郷都｣ の記載に基づく｡ 主戸数は 『宝慶四明志』 巻15奉
化県志 ｢戸口｣ の記載に基づき, 郷村戸の比率を90%と仮定して (主戸29,997×0.9) 算出｡
定海県
郷・都 数 主 戸 数 １都の平均主戸数 １大保長の催税負担
６郷21都 15,723.9戸 748.76戸 374.38戸分
郷・都数は 『延祐四明志』 巻８城邑攷 ｢郷都｣ の記載に基づく｡ 主戸数は 『宝慶四明志』 巻19定
海県志 ｢戸口｣ の記載に基づき, 郷村戸の比率を90%と仮定して (主戸17,471×0.9) 算出｡
昌国県
郷・都 数 主 戸 数 １都の平均主戸数 １大保長の催税負担
４郷21都 6,898.5戸 328.5戸 164.25戸分
郷・都数は 『宝慶四明志』 巻20昌国県志 ｢郷村｣ の記載に基づく｡ 主戸数は同書・同巻の ｢戸口｣
の記載に基づき, 郷村戸の比率を90%と仮定して (主戸7,665戸×0.9) 算出｡
象山県
郷・保 数 主 戸 数 １保の平均主戸数 １大保長の催税負担
３郷32保 8,780.4戸 274.39戸 137.19戸分
郷・保数は 『宝慶四明志』 巻21象山県志 ｢郷村｣ の記載に基づく｡ 主戸数は同書・同巻の ｢戸口｣
の記載に基づき, 郷村戸の比率を90%と仮定して (主戸9,756戸×0.9) 算出｡
平江府崑山県
郷・保 数 主 戸 数 １保の平均主戸数 １大保長の催税負担
９郷30保 31,850.1戸 1,061.67戸 530.84戸分
郷・保数は 『淳祐玉峰志』 巻上 ｢郷鎮｣ の記載に基づく｡ 主戸数は同書・同巻の ｢戸口｣ の慶元
年間の数値に基づき, 郷村戸の比率を90%と仮定して (主戸35,389×0.9) 算出｡
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表２ 元代江南の催税負担例
嘉興県
郷・都 数 戸 数 １都の平均戸数 １主首の催税負担
22郷40都 96,593.6戸 2,414.84戸 4,829.68戸分 (１戸１年任期の場合)
2,414.84戸分 (１戸半年任期の場合)
1,207.42戸分 (２戸半年任期の場合)
戸数は, 附郭県のため郷村戸の比率を80%と仮定して (120,742×0.8) 算出｡
嘉興路下の諸府・県 (郷・都数は 『至元嘉禾志』 巻３ ｢郷里｣, 戸数は同書巻６ ｢戸口｣の記載に基づく)
海塩県
郷・都 数 戸 数 １都の平均戸数 １主首の催税負担
10郷23都 37,984.5戸 1,651.5戸 3,303.00戸分 (１戸１年任期の場合)
1,651.50戸分 (１戸半年任期の場合)
825.75戸分 (２戸半年任期の場合)
戸数は, 郷村戸の比率を90%と仮定して (42,205戸×0.9) 算出｡
崇徳県
郷・都 数 戸 数 １都の平均戸数 １主首の催税負担
12郷31都 49,860戸 1608.39戸 3,216.77戸分 (１戸１年任期の場合)
1,608.39戸分 (１戸半年任期の場合)
804.19戸分 (２戸半年任期の場合)
戸数は､ 郷村戸の比率を90%と仮定して (55,400戸×0.9) 算出｡
松江府
郷・保 数 戸 数 １保の平均戸数 １主首の催税負担
13郷52保 187,576戸 3,607.23戸 7,214.46戸分 (１戸１年任期の場合)
3,607.23戸分 (１戸半年任期の場合)
1,803.62戸分 (２戸半年任期の場合)
戸数は, 府のため郷村戸の比率を80%と仮定して (234,470×0.8) 算出｡
鎮江路下の諸県 (郷・都数は 『至順鎮江志』巻２地理 ｢郷都｣に基づき, 戸数は同書巻３戸口が記す土著・
僑寓・単貧・僧・道を合計した数値に基づく)
丹徒県
郷・都 数 戸 数 １都の平均戸数 １主首の催税負担
８郷19都 23,690.4戸 1,246.86戸 2,493.73戸分 (１戸１年任期の場合)
1,246.86戸分 (１戸半年任期の場合)
623.43戸分 (２戸半年任期の場合)
戸数は, 附郭県のため郷村戸の比率を80%と仮定して (29,613戸×0.8) 算出｡
丹陽県
郷・都 数 戸 数 １都の平均戸数 １主首の催税負担
10郷22都 27,318.6戸 1,241.75戸 2,483.51戸分 (１戸１年任期の場合)
1,241.75戸分 (１戸半年任期の場合)
620.88戸分 (２戸半年任期の場合)
戸数は, 郷村戸の比率を90%と仮定して (30,354戸×0.9) 算出｡
金壇県
郷・都 数 戸 数 １都の平均戸数 １主首の催税負担
９郷38都 30,213戸 795.08戸 1,590.16戸分 (１戸１年任期の場合)
795.08戸分 (１戸半年任期の場合)
397.54戸分 (２戸半年任期の場合)
戸数は, 郷村戸の比率を90%と仮定して (33,570戸×0.9) 算出｡
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
は
原
則
を
大
き
く
越
え
て
お
り
、
最
も
負
担
が
重
い
平
江
府
崑
山
県
の
場
合
は
五
三
〇
・
八
四
戸
分
で
あ
っ
た
。
元
代
で
は
、
主
首
に
二
戸
が
半
年
任
期
で
就
役
し
た
パ
タ
ー
ン
で
も
、
最
も
負
担
が
軽
い
鎮
江
路
金
壇
県
で
三
九
七
・
五
四
戸
分
、
最
も
負
担
が
重
い
嘉
興
路
松
江
府
で
は
一
八
〇
三
・
六
二
戸
分
の
催
税
負
担
を
担
っ
て
い
た
。
一
戸
が
半
年
任
期
で
就
役
し
た
場
合
、
一
戸
が
一
年
任
期
で
就
役
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
二
倍
、
四
倍
に
の
ぼ
る
催
税
負
担
を
担
っ
た
こ
と
に
な
る
。
元
代
江
南
の
就
役
人
戸
の
苦
境
を
伝
え
る
史
料
の
記
述
を
見
よ
う
。
 
旧
宋
各
都
保
長
を
設
立
し
、
帰
附
し
た
る
後
、
但
だ
郷
司
に
藉
り
て
官
務
を
応
酬
す
。
厥
の
後
里
正
・
主
首
を
選
差
し
〈
里
正
は
銭
糧
を
催
弁
し
、
主
首
は
雑
事
に
供
応
す
〉
、
科
役
繁
重
に
し
て
、
家
を
破
り
産
を
蕩
る
こ
と
往
往
に
し
て
之
有
り
。
(
〈
〉
内
は
夾
註
を
示
す
。『
至
順
鎮
江
志』
巻
二
、
地
理
、
郷
都)
 
然
れ
ど
も
帰
附
し
た
る
の
後
、
亡
宋
の
科
徴
文
冊
、
散
失
し
て
殆
ど
尽
く
。
至
元
二
十
四
年
、
税
糧
を
催
納
す
る
に
、
止
だ
郷
司
の
草
冊
の
数
目
に
憑
る
の
み
。
以
て
里
正
・
主
首
、
有
科
無
徴
等
の
項
の
銭
糧
を
陪
閉
す
る
を
致
し
、
上
戸
漸
く
困
乏
す
る
に
至
る
。
況
ん
や
中
・
下
の
戸
計
を
や
。
…
…
。
前
平
江
路
理
府
の
判
呈
。
州
県
、
銭
糧
を
成
就
し
、
事
務
を
弁
集
す
る
は
、
皆
な
里
正
・
主
首
の
力
よ
り
出
づ
る
も
、
官
司
徒
だ
銭
糧
成
就
す
る
の
利
を
見
る
の
み
に
し
て
里
正
・
主
首
の
破
家
の
害
を
詢
わ
ず
。
…
…
。
浙
西
廉
訪
司
の
言
。
州
県
、
差
役
を
定
擬
す
る
の
時
、
弊
倖
一
に
非
ず
。
上
戸
の
萬
畝
な
る
も
の
、
里
正
に
差
充
せ
ら
る
る
に
過
ぎ
ず
、
其
の
中
・
下
の
戸
計
の
田
百
に
満
た
ざ
る
も
の
、
未
だ
主
首
に
定
為
せ
ら
る
る
を
免
れ
ず
、
直
ち
に
田
畝
を
売
り
妻
子
を
鬻
ぐ
に
至
り
て
後
止
む
。
(
正
徳
『
松
江
府
志』
巻
六
、
徭
役
、
余
卓
撰
｢
松
江
府
助
役
田
糧
記｣)
右
に
定
量
化
を
試
み
た
催
税
負
担
は
、
あ
く
ま
で
正
規
の
業
務
に
関
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
臨
時
の
金
品
供
与
や
納
税
拒
否
人
戸
の
税
糧
の
賠
納
等
の
不
当
な
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
に
見
え
る
就
役
人
戸
の
苦
境
は
必
然
の
事
象
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
と
も
に
、
先
に
あ
げ
た
『
州
県
提
綱』
の
記
述
(
93
頁)
か
ら
窺
え
る
提
訴
や
贈
賄
の
手
段
を
講
じ
て
で
も
就
役
を
忌
避
す
る
人
民
の
感
覚
を
実
感
で
き
よ
う
。
な
お
、
前
述
の
通
り
、
里
甲
正
役
の
負
担
が
軽
微
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
先
駆
的
に
指
摘
し
た
の
は
岩
井
茂
樹
氏
で
あ
る
が
、
氏
の
明初里甲制体制の歴史的特質99
理
解
は
里
甲
制
の
歴
史
的
画
期
性
を
と
ら
え
難
い
も
の
に
陥
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
岩
井
氏
の
理
解
を
典
型
的
に
示
す
論
述
を
見
よ
う
。
｢
里
甲
正
役｣
は
、
基
層
行
政
組
織
た
る
坊
里
の
長
お
よ
び
そ
の
補
佐
役
に
充
当
し
て
里
内
の
銭
穀
、
刑
名
を
管
掌
す
る
こ
と
こ
そ
、
本
来
の
職
責
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、｢
催 
税
糧
、
勾
摂
公
事｣
も
見
年
里
長
と
十
甲
首
戸
に
わ
り
あ
て
ら
れ
る
｢
役｣
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
宋
代
以
降
の
｢
郷
役｣
の
系
統
に
つ
な
が
る
の
が
、
里
長
や
甲
首
の
役
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
本
来
官
府
の
財
政
的
資
源
を
獲
得
す
る
目
的
で
設
定
さ
れ
た
役
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
、
本
来
の
意
味
に
お
け
る
差
役
、
徭
役
の
収
取
は
、
雑
役
の
制
度
や
臨
時
の
夫
役
の
徴
発
に
よ
っ
て
保
証
さ
る
べ
く
構
想
さ
れ
て
い
た
。
本
来
の
｢
里
甲
正
役｣
は
、
宋
代
以
降
の
差
役
制
度
の
中
核
を
な
す
職
役
＝
明
代
の
雑
役
と
、
そ
の
目
的
や
形
態
に
お
い
て
位
相
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
里
甲
の
編
成
も
、
こ
う
し
た
徭
役
の
中
核
部
分
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
( )
。
岩
井
氏
は
、
里
甲
正
役
を
宋
代
以
降
の
郷
役
と
同
等
の
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
理
解
に
あ
っ
て
は
、
宋
・
元
代
の
郷
役
(
本
章
で
見
た
保
正
・
大
保
長
や
里
正
・
主
首)
が
戸
等
制
も
し
く
は
税
産
額
に
基
づ
き
一
定
の
階
層
以
上
に
の
み
賦
課
さ
れ
た
こ
と
は
捨
象
さ
れ
る
と
と
も
に
、
郷
役
賦
課
の
矛
盾
の
解
消
が
北
宋
後
半
以
降
の
地
方
行
政
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
明
初
の
里
甲
制
は
そ
の
歴
史
的
な
解
決
を
図
っ
た
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
視
さ
れ
な
い
。
そ
の
原
因
は
、｢
宋
代
以
降
の
差
役
制
度
の
中
核
を
な
す｣
の
は
｢
官
府
の
財
政
的
資
源
を
獲
得
す
る
目
的
で
設
定
さ
れ
た｣
職
役
で
あ
り
、
里
甲
正
役
や
宋
・
元
代
の
郷
役
は
そ
れ
と
は
異
な
る
と
い
う
職
役
に
関
す
る
岩
井
氏
独
特
の
理
解
に
あ
る
。｢
唐
宋
変
革｣
以
降
の
職
役
、
ま
た
そ
の
職
責
以
外
の
負
担
が
行
政
経
費
を
欠
如
し
た
地
方
財
政
構
造
の
た
め
に
必
然
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
岩
井
氏
や
宮
崎
市
定
氏
の
指
摘
( )
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
職
役
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
い
え
ば
、｢
唐
宋
変
革｣
以
降
の
職
役
は
地
方
官
府
の
末
端
業
務
＝
衙
役
と
郷
村
行
政
へ
の
労
務
提
供
＝
郷
役
で
あ
り
、
北
宋
後
半
以
降
、
衙
役
が
専
業
化
(
胥
吏
化)
す
る
に
伴
い
、
郷
村
行
政
へ
の
労
務
提
供
＝
郷
役
こ
そ
が
職
役
の
中
核
と
な
っ
た
。
里
甲
正
役
は
、
け
っ
し
て
宋
代
以
降
の
郷
役
と
同
等
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
北
宋
後
半
以
降
の
郷
役
の
矛
盾
を
解
決
す
る
意
義
を
も
つ
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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以
上
見
た
よ
う
に
、
両
税
法
施
行
後
は
じ
め
て
土
地
所
有
人
戸
全
般
が
租
税
と
徭
役
を
負
担
す
る
体
制
(
中
国
史
上
、
三
度
目
の
｢
正
役｣
体
制)
と
い
う
明
代
里
甲
制
の
画
期
性
は
、
宋
・
元
代
に
比
し
て
職
役
負
担
を
著
し
く
軽
減
す
る
形
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
明
代
里
甲
制
に
お
け
る
就
役
人
戸
の
負
担
の
軽
減
は
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
創
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
章
を
改
め
て
検
証
し
よ
う
。
二
元
末
江
南
の
役
法
改
革
共
同
就
役
の
創
出
と
就
役
期
間
の
短
縮
明
・
清
・
民
国
期
に
編
纂
さ
れ
た
江
蘇
省
・
浙
江
省
内
の
地
方
志
に
は
、
元
代
の
役
法
の
概
要
を
伝
え
る
概
ね
同
文
の
記
事
が
散
見
す
る
( )
。
管
見
の
限
り
、
そ
の
嚆
矢
は
梅
原
郁
氏
が
紹
介
し
た
正
徳
『
蘭
渓
県
志』
巻
二
、
官
政
類
、
役
法
｢
元
役
法｣
の
次
の
記
述
で
あ
る
( )
。
こ
の
記
述
を
て
が
か
り
に
職
役
負
担
の
軽
減
化
の
過
程
を
探
っ
て
い
こ
う
。
県
各
お
の
四
隅
、
坊
正
を
設
く
る
の
外
、
則
ち
郷
に
里
正
を
設
け
て
、
都
に
主
首
を
設
く
。
後
に
繁
劇
に
し
て
任
い
難
き
を
以
て
、
都
毎
に
一
里
正
を
設
け
、
主
首
は
則
ち
其
の
事
の
難
易
に
随
い
て
之
を
多
寡
す
。
専
ら
催
輸
税
糧
・
追
会
公
事
を
以
て
す
。
其
の
初
め
周
歳
或
い
は
半
年
を
以
て
一
更
し
、
後
に
又
た
季
役
に
改
む
。
大
率
糧
多
き
者
を
以
て
役
首
と
為
し
、
其
の
次
貼
役
と
為
す
。
其
れ
雑
役
は
則
ち
弓
手
・
祗
候
・
禁
子
・
斗
子
・
曳
刺
・
舗
兵
・ 
夫
・
房
夫
・
馬
疋
の
類
な
り
。
而
れ
ど
も
制
度
の
詳
・
多
寡
の
数
、
未
だ
攷
う
る
も
の
有
ら
ず
。
元
代
の
江
南
で
は
、
南
宋
期
の
保
正
・
大
保
長
に
代
わ
る
里
正
と
主
首
の
役
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
郷
と
都
を
就
役
単
位
と
し
、〝
催
輸
税
糧
・
追
会
公
事〟
を
任
務
と
し
た
。
し
か
し
、
前
章
で
も
見
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
過
重
な
負
担
で
あ
っ
た
た
め
、
里
正
の
就
役
単
位
は
都
に
変
更
さ
れ
、
主
首
の
定
員
は
負
担
状
況
を
考
慮
し
て
設
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
就
役
期
間
も
当
初
の
一
年
間
か
ら
半
年
間
、
さ
ら
に
は
季
役
に
短
縮
さ
れ
た
と
い
う
。
季
役
と
は
、
季
節
ご
と
の
役
、
す
な
わ
ち
就
役
期
間
三
ヶ
月
の
役
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
〈
役
首
―
貼
役
〉
の
制
度
も
存
在
し
た
と
い
う
。
貼
役
と
は
、
そ
の
語
義
と
貼
軍
戸
や
貼
站
戸
の
例
( )
か
ら
し
て
、
実
際
に
就
役
す
る
人
戸
の
役
費
を
複
数
人
戸
が
共
同
で
負
担
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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地
方
志
の
記
事
か
ら
は
、
就
役
単
位
の
変
更
、
定
員
設
定
、
就
役
期
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
っ
て
、
元
代
を
通
じ
て
職
役
負
担
を
軽
減
す
る
動
き
が
存
在
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
だ
が
、
地
方
志
の
記
述
の
限
り
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
時
期
や
詳
細
は
判
然
と
し
な
い
。
具
体
的
な
姿
を
探
ろ
う
。
元
末
の
至
正
年
間
に
里
正
の
就
役
単
位
が
都
に
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
学
の
成
果
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
( )
が
、
い
ま
少
し
そ
の
変
更
の
時
期
を
絞
り
込
ん
で
み
よ
う
。
か
つ
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
北
宋
後
半
以
降
の
職
役
賦
課
の
矛
盾
を
解
消
す
る
有
効
策
は
、
地
方
官
府
が
職
役
を
賦
課
す
る
差
役
法
に
代
わ
っ
て
郷
村
社
会
レ
ヴ
ェ
ル
で
役
次
(
就
役
人
戸
・
期
間)
の
決
定
を
行
な
い
、
ま
た
就
役
人
戸
の
役
費
を
援
助
す
る
た
め
の
社
会
的
結
合
義
役
を
組
織
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
元
朝
の
江
南
支
配
の
当
初
、
既
存
の
義
役
は
就
役
単
位
の
改
編
、
役
田
の
没
官
・
課
税
対
象
化
の
た
め
に
解
体
に
追
い
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
義
役
は
、
結
合
原
理
に
規
定
さ
れ
た
脆
弱
・
短
命
性
を
抱
え
な
が
ら
も
、
そ
の
機
能
の
有
効
性
を
持
続
し
て
お
り
、
結
成
単
位
を
里
正
の
就
役
単
位
で
あ
る
郷
に
変
え
な
が
ら
各
地
で
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
。
江
西
行
省
管
内
で
は
、
大
徳
七
(
一
三
〇
三)
年
一
一
月
に
郷
村
社
会
レ
ヴ
ェ
ル
で
役
次
決
定
の
み
を
行
な
う
タ
イ
プ
の
義
役
南
宋
期
に
は〝
議
役〟
と
も
呼
ば
れ
た
の
組
織
が
公
認
さ
れ
、
皇
慶
元
年
(
一
三
一
二)
四
月
に
差
役
法
へ
の
回
帰
が
指
令
さ
れ
た
も
の
の
、
延
祐
四
年
(
一
三
一
七)
二
月
に
は
差
役
法
と
義
役
の
選
択
は
民
便
に
委
ね
ら
れ
た
。
浙
西
地
方
で
は
、
至
治
三
年
(
一
三
二
三)
四
月
に
義
役
を
範
と
し
た
国
家
的
施
策
で
あ
る
助
役
法
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
江
西
行
省
管
内
の
義
役
、
浙
西
地
方
の
助
役
法
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
里
正
の
就
役
単
位
は
依
然
と
し
て
郷
で
あ
っ
た
( )
。
こ
れ
ら
に
よ
る
限
り
、
郷
か
ら
都
へ
の
里
正
の
就
役
単
位
の
変
更
は
、
泰
定
年
間
(
一
三
二
四
―
一
三
二
七)
以
降
の
現
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
江
西
行
省
管
内
で
義
役
が
公
認
さ
れ
た
際
(
大
徳
七
年
一
一
月)
に
は
、
主
首
の
定
員
が
上
都
＝
四
名
、
中
都
＝
三
名
、
下
都
＝
二
名
と
設
定
さ
れ
て
お
り
( )
、
各
都
の
状
況
に
応
じ
た
定
員
設
定
が
こ
の
時
期
か
ら
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
の
萌
芽
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
職
役
負
担
の
軽
減
が
本
格
化
す
る
の
は
元
代
の
後
半
期
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
元
代
後
半
期
に
は
、
浙
東
地
方
を
中
心
に
江
南
各
地
で
賦
役
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
と
く
に
至
正
二
―
四
年
(
一
三
四
二
―
四
四)
に
州
の
同
治
劉
輝
が
紹
興
路
余
姚
州
で
、
至
正
一
〇
―
一
一
年
(
一
三
五
〇
―
五
一)
に
粛
正
廉
訪
使
董
守
愨
と
総
管
陳
伯
顔
不
華
ら
が 
州
路
下
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一
州
・
六
県
で
実
施
し
た
覈
田
を
伴
う
賦
役
改
革
な
ど
が
著
名
で
あ
り
、
そ
こ
で
作
成
さ
れ
た
魚
鱗
冊
の
形
式
は
明
初
の
魚
鱗
冊
に
継
承
さ
れ
た
も
の
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
( )
。
職
役
負
担
の
軽
減
化
も
、
こ
う
し
た
元
代
後
半
期
の
賦
役
改
革
の
動
き
の
中
で
本
格
化
し
た
。
限
ら
れ
た
事
例
で
は
あ
る
が
、
そ
の
具
体
像
を
見
よ
う
。
最
も
動
向
の
詳
細
を
知
り
得
る
の
は
、
温
州
路
平
陽
州
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
地
の
鳳
林
郷
銭
倉
鎮
に
隠
棲
す
る
処
士
の
史
伯 (
字
は
文 
。
一
二
九
九
―
一
三
五
四
年)
が
知
州
岳
祖
義
に
提
出
し
た
役
法
改
革
の
建
白
書
で
あ
る
｢
役
法
陳
言
書｣
(
史
伯 
撰
『
青
華
集』
巻
二
、
所
収
。
上
海
図
書
館
蔵
、
清
・
嘉
慶
元
年
八
月
抄
本)
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
( )
。
こ
の
建
白
書
が
提
出
さ
れ
た
具
体
的
な
時
期
は
確
定
し
得
な
い
が
、
岳
祖
義
の
知
州
任
期
中
至
正
六
―
一
一
年
(
一
三
四
六
―
五
一)
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
岳
祖
義
は
統
治
に
あ
た
っ
て
行
政
課
題
を
史
伯 
に
諮
問
し
て
お
り
、
史
伯 
は
他
に
も
多
く
の
建
白
書
を
提
出
し
て
い
る
( )
。
そ
の
中
に
は〝
輿
論
を
採
聴〟
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
も
の
も
あ
る
( )
。
か
つ
て
筆
者
は
、
元
末
の
江
南
で
は〝
公
論〟
に
基
づ
く
治
政
の
実
現
を
目
指
す
動
き
が
存
在
し
、
そ
れ
は
明
初
地
方
政
治
改
革
の
先
駆
と
し
て
の
意
義
を
有
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
( )
が
、
こ
の
史
伯 
と
知
州
岳
祖
義
の
活
動
も
、
そ
う
し
た
事
例
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
さ
て
、
史
伯 
に
よ
れ
ば
、
平
陽
州
で
も
泰
定
年
間
以
前
は
職
役
賦
課
の
混
乱
に
苦
し
ん
で
い
た
が
、
泰
定
四
年
(
一
三
二
七)
に
知
州
張
懋
が
役
法
改
革
を
実
施
し
て
か
ら
は
恙
無
き
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
知
州
張
懋
の
改
革
も
完
璧
な
も
の
で
は
な
く
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
。
知
州
張
懋
の
改
革
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
そ
の
不
十
分
な
点
と
は
何
か
。
史
伯 
の
言
説
を
聴
こ
う
。竊
に
平
陽
の
役
法
を
見
る
に
、
帰
附
し
て
自
り
以
来
、
幾
く
変
わ
る
や
を
知
ら
ず
、
愈
い
よ
変
わ
り
愈
い
よ
至
る
。
至
治
・[
泰]
定
以
前
に
於
け
る
や
、
富
を
放
し
て
貧
を
差
し
、
至
ら
ざ
る
所
無
く
、
産
戸
靠
損
し
、
逃
移
紛
紛
と
し
て
、
官
民
其
の
弊
に
勝
え
ず
。
泰
定
四
年
、
賢
守
張
侯
始
め
て
今
日
の
役
法
を
為
り
、
有
産
の
家
を
し
て
、
自
ら
相
い
推
遜
し
、
三
年
一
輪
し
、
週
り
て
復
た
始
め
し
む
。
然
る
後
衆
軽
易
に
挙
げ
、
役
法
甚
し
く
は
靠
損
せ
ず
、
今
に
至
る
ま
で
二
十
余
年
、
各
都
の
役
法
、
言
之
に
及
ぶ
毎
に
、
手
を
挙
げ
て
額
を
加
え
ざ
る
者
無
き
な
り
。
但
だ
其
れ
推
排
の
法
、
之
を
未
だ
遜
せ
ざ
る
以
前
に
比
べ
、
固
よ
り
民
に
便
な
る
こ
と
有
明初里甲制体制の歴史的特質103
る
と
為
す
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
未
だ
之
を
善
を
尽
し
美
を
尽
す
と
謂
う
べ
か
ら
ず
。
況
ん
や
之
を
行
な
う
こ
と
既
に
久
し
く
、
亦
た
少
弊
の
処
無
き
こ
と
能
わ
ざ
る
を
や
。
若
し
善
を
尽
し
美
を
尽
し
、
其
の
弊
を
革
去
し
、
以
て
大
い
に
民
に
便
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
旧
遜
の
役
戸
に
因
り
て
之
を
増
減
し
、
其
の
全
年
通
当
の
法
を
変
え
て
、
季
に
分
ち
て
之
を
輪
当
す
る
と
為
す
を
ば
便
と
為
す
に
若
く
は
莫
し
。
蓋
し
旧
遜
の
各
都
の
役
戸
、
多
き
者
或
い
は
二
十
名
に
至
り
、
少
な
き
者
十
余
名
を
減
ら
ず
。
夫
れ
一
・
二
十
名
の
里
正
を
以
て
、
同
に
一
都
の
中
に
在
り
て
解
幹
せ
し
む
れ
ば
、
則
ち
下
に
在
り
て
煩
擾
に
過
ぐ
。
五
十
四
都
七
・
八
[
百]
名
の
里
正
を
以
て
聚
め
て
官
府
の
中
に
在
り
て
聴
候
せ
し
む
れ
ば
、
則
ち
上
に
在
り
て
諠
閧
に
勝
え
ず
。
若
し
其
の
煩
擾
諠
閧
を
厭
い
て
、
一
例
に
之
を
減
削
す
れ
ば
、
又
た
将
来
戸
少
く
役
重
く
、
以
て
承
当
す
る
に
難
き
を
恐
る
。
況
ん
や
一
法
立
ち
、
一
弊
生
ず
れ
ば
、
則
ち
減
削
す
る
者
未
だ
必
ず
し
も
皆
な
貧
難
な
ら
ず
、
存
留
す
る
者
未
だ
必
ず
し
も
皆
な
富
実
な
ら
ざ
る
を
や
。
民
に
便
な
ら
ん
と
欲
す
る
は
、
豈
に
難
か
ら
ず
や
。
(
史
伯 
撰
『
青
華
集』
巻
二
｢
役
法
陳
言
書｣
。[
]
内
は
、
李
修
生
主
編
『
全
元
文』
第
四
六
冊
、
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
に
従
っ
て
改
め
た)
泰
定
四
年
に
知
州
張
懋
が
創
出
し
た
役
法
は〝
推
排
の
法〟
・〝
全
年
通
当
の
法〟
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
里
正
の
就
役
単
位
が
郷
か
ら
都
へ
変
更
さ
れ
て
お
り
、
各
都
の
里
正
に
一
年
任
期
で
一
〇
余
―
二
〇
も
の
人
戸
が
共
同
で
就
役
し
、
三
年
間
で
就
役
該
当
人
戸
を
一
周
す
る
。
こ
の
方
法
は
、
共
同
就
役
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
職
役
負
担
を
軽
減
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
二
〇
年
余
り
に
亙
っ
て
存
続
し
て
い
る
と
い
う
。
〝
推
排
の
法〟
が
里
正
に
一
〇
余
―
二
〇
戸
が
共
同
就
役
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
行
な
う
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
少
し
具
体
像
を
探
ろ
う
。〝
推
排〟
と
は
人
戸
の
資
産
調
査
を
意
味
す
る
( )
が
、
こ
こ
で
は〝
有
産
の
家
を
し
て
、
自
ら
相
い
推
遜〟
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、〝
推
遜〟
と
は
何
か
。
同
時
代
史
料
の
用
例
を
探
せ
ば
、『
大
元
聖
政
国
朝
典
章』
新
集
、
戸
部
、
賦
役
｢
差
役
験
鼠
尾
糧
数
依
次
点
差｣
の
次
の
記
事
が
あ
る
。
延
祐
四
年
二
月
□
日
、
袁
州
路
准
け
た
る
江
西
廉
訪
司
の
牒
、
准
け
た
る
吉
・ 
分
司
の
牒
。
…
…
牒
し
て
請
う
。
各
路
に
行
移
し
、
 
合
属
の
州
県
を
監
勒
し
、
当
差
に
相
応
べ
き
人
戸
・
所
有
ゆ
る
田
糧
丁
産
を
将
て
、
其
の
高
下
・
糧
数
の
多
寡
を
験
べ
、
実
を
尽
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し
て
周
歳
合
に
里
正
・
主
首
に
該
つ
べ
き
花
名
を
定
差
し
、
正
月
自
り
始
め
と
為
し
、
事
務
を
承
管
せ
し
む
。 
或
い
は
各
都
有
糧
の
役
戸
・
殷
富
の
家
、
公
同
に
自
ら
推
唱
遜
議
し
、
実
に
従
い
て
挨
排
す
る
を
行
な
わ
ん
こ
と
を
願
わ
ば
、
周
り
て
復
た
始
め
、
輪
流
し
て
充
応
せ
し
む
。
如
し
糧
多
く
両
三
年
を
作
さ
ん
こ
と
を
願
う
者
は
、
民
便
に
従
う
を
聴
す
。
点
定
せ
る
各
郷
都
の
役
戸
の
花
名
を
開
具
し
、
榜
を
出
だ
し
て
暁
諭
す
。
今
後
毎
歳
年
終
に
役
満
ち
、
周
歳
催
糧
足
備
す
れ
ば
、
例
に
依
り
て
差
換
し
、
次
年
の
正
月
交
替
す
。
…
…
牒
し
て
按
治
す
る
路
分
を
除
き
、 
所
属
の
州
県
を
督
責
し
、
延
祐
四
年
合
に
設
く
べ
き
里
正
・
主
首
を
将
て
、
糧
の
多
寡
を
験
べ
、
鼠
尾
を
編
排
し
、
公
に
従
い
て
次
に
依
り
て
点
差
し
、
務
め
て
均
平
な
る
を
要
む
。
那
上
攅
下
し
、
富
を
放
し
て
貧
を
差
す
を
致
す
こ
と
毋
か
ら
し
む
。 
如
し
郷
都
自
ら
推
唱
遜
議
し
、
実
に
従
い
て
挨
排
し
、
輪
流
し
て
役
に
当
る
を
願
う
者
は
、
民
便
に
従
う
を
聴
す
。
正
月
自
り
役
に
入
り
、
事
務
を
承
管
せ
し
め
、
花
名
を
開
具
し
、
傍
を
出
だ
し
て
暁
諭
す
。
今
後
、
年
終
に
催
糧
足
備
す
れ
ば
、
周
年
交
換
す
。
( 
傍
線
・ 
波
線
は
筆
者)
〝
推
遜〟
と
は
、
こ
こ
に
見
え
る〝
推
唱
遜
議〟
の
略
語
で
あ
ろ
う
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
記
事
が
延
祐
四
年
二
月
に
江
西
粛
政
廉
訪
司
等
か
ら
江
西
行
省
管
内
の
各
路
、
各
州
・
県
に
対
し
て
差
役
法
と
義
役
の
選
択
は
民
便
に
委
ね
る
こ
と
を
通
達
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
引
用
の 
傍
線
部
は
差
役
法
を
指
示
し
た
箇
所
で
あ
り
、 
波
線
部
は
義
役
の
組
織
を
許
可
し
た
箇
所
で
あ
る
。〝
有
糧
の
役
戸
・
殷
富
の
家
、
公
同
に
自
ら
推
唱
遜
議
し
、
実
に
従
い
て
挨
排
す
る〟
と
は
、
就
役
該
当
人
戸
が
資
産
額
の
自
己
申
告
を
も
と
に
協
議
し
て
就
役
人
戸
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
郷
村
社
会
レ
ヴ
ェ
ル
で
役
次
決
定
の
み
を
行
な
う
タ
イ
プ
の
義
役
〝
議
役〟
を
意
味
す
る
。
と
す
れ
ば
、
知
州
張
懋
が
創
出
し
た〝
推
排
の
法〟
も
江
西
行
省
管
内
の
も
の
と
同
じ
義
役
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
推
測
を
さ
ら
に
裏
付
け
る
史
料
も
あ
る
。
平
陽
州
の
隣
に
位
置
す
る
瑞
安
州
の
判
官
に
張
懋
と
同
じ
く
泰
定
四
年
に
着
任
し
た
王
文
彪
の
治
績
を
伝
え
る
王 
撰
｢
元
中
憲
大
夫
庸
田
司
致
仕
王
公
行
状｣
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
役
法
久
し
く
弊
れ
、
公
、
諸
を
土
俗
に
詢
わ
ば
、
咸
な
義
役
を
ば
行
な
う
べ
き
と
為
す
と
謂
う
。
即
ち
為
に
其
の
富
貧
を
第
し
、
均
し
く
之
を
賦
し
、
民
大
い
に
便
と
称
す
。
大
府
因
り
て
公
に 
ね
て
旁
州
平
陽
の
役
を
賦
せ
し
む
。
月
を
閲
ず
し
て
畢
わ
り
、
其
の
民
便
と
称
す
。
瑞
安
の
二
州
の
如
き
は
、
役
法
皆
な
久
し
く
す
る
も
廃
れ
ず
。
(
王 
撰
『
王
忠
文
公
集』
巻
一
八)
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王
文
彪
は
、
瑞
安
州
の
判
官
に
着
任
す
る
や
、
役
法
の
混
乱
状
況
を
地
域
の
人
々
へ
の
諮
問
を
踏
ま
え
た
義
役
に
よ
っ
て
解
決
し
、
こ
れ
を
う
け
温
州
路
総
管
府
は
隣
州
で
あ
る
平
陽
州
の
役
法
業
務
に
も
彼
を
従
事
さ
せ
て
成
果
を
得
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
、
平
陽
州
の
知
州
を
務
め
た
の
は
張
懋
で
あ
っ
た
か
ら
、
知
州
張
懋
の
役
法
改
革
は
王
文
彪
の
関
与
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
改
革
は
義
役
の
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
け
ば
、
知
州
張
懋
が
創
出
し
た〝
推
排
の
法〟
と
は
、
郷
村
社
会
レ
ヴ
ェ
ル
で
資
産
額
の
自
己
申
告
を
も
と
に
協
議
し
て
就
役
人
戸
を
決
定
す
る
義
役
を
組
織
し
、
一
年
任
期
で
一
〇
余
―
二
〇
名
が
里
正
に
共
同
就
役
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
先
に
引
用
し
た
史
伯 
の
言
説
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
方
法
は
州
全
体
五
四
都
の
就
役
人
戸
が
年
間
七
〇
〇
―
八
〇
〇
に
も
の
ぼ
り
、
官
府
側
・
郷
村
社
会
側
と
も
に
煩
瑣
に
耐
え
な
い
難
点
を
抱
え
て
い
た
。
共
同
就
役
の
人
戸
数
を
削
減
す
れ
ば
、
過
重
な
負
担
と
な
り
、
削
減
さ
れ
る
者
が
資
産
額
の
少
な
い
人
戸
と
は
限
ら
な
い
危
険
性
も
あ
る
こ
と
に
、
史
伯 
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
そ
う
し
た
問
題
点
の
改
善
策
を
彼
は
次
の
よ
う
に
打
ち
出
す
。
若
し
但
だ
坊
市
の
旧
例
に
依
り
て
増
減
し
、
毎
年
の
役
戸
分
ち
て
四
季
と
為
せ
ば
、
則
ち
都
毎
に
一
季
里
正
多
き
は
四
名
に
至
り
、
少
き
は
只
だ
三
名
、
都
に
在
り
て
解
幹
す
る
の
み
。
五
十
四
都
の
里
正
を
合
わ
す
も
、
亦
た
一
・
二
百
名
に
過
ぎ
ず
、
州
に
在
り
て
聴
候
す
る
の
み
。
此
く
の
如
く
す
れ
ば
則
ち
下
に
在
り
て
煩
擾
に
至
ら
ず
、
上
に
在
り
て
喧
閧
に
至
ら
ず
、
実
に
便
当
た
り
。
公
家
を
以
て
之
を
言
え
ば
、
則
ち
全
年
通
当
、
里
正
多
け
れ
ば
、
必
ず
互
相
に
推
調
を
致
し
、
公
事
反
て
耽 
を
致
す
。
若
し
[
輸]
年
を
変
え
て
季
に
分
て
ば
、
里
正
多
か
ら
ず
、
各
お
の
経
手
有
り
、
推
調
す
べ
き
無
く
、
公
事
豈
に 
ぜ
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。
私
家
を
以
て
之
を
言
え
ば
、
則
ち
全
年
通
当
、
役
戸
着
き
て
終
歳
官
に
在
る
を
須
ち
て
、
必
ず
生
理
を
妨
ぐ
る
こ
と
有
る
を
致
す
。
若
し
年
を
変
え
て
季
に
分
て
ば
、
則
ち
各
都
の
役
戸
、
一
季
官
に
在
り
て
、
三
季
家
に
在
り
、
既
に
公
事
を 
た
ず
、
又
た
生
理
を
妨
げ
ず
、
民
に
於
い
て
豈
に
便
な
ら
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。
此
れ
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、
則
ち
年
を
変
え
て
季
に
分
か
つ
は
、
乃
ち
善
を
尽
し
美
を
尽
す
の
策
に
し
て
、
実
に
便
民
の
要
務
な
り
。
政
今
日
当
に
行
な
う
べ
き
所
の
者
、
君
侯
に
非
ざ
れ
ば
其
れ
孰
か
能
く
之
を
為
さ
ん
や
。
(
史
伯 
撰
『
青
華
集』
巻
二
｢
役
法
陳
言
書｣
。[
]
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史
伯 
が
提
案
し
た
改
善
策
は
、
都
市
部
の
役
法
の
例
に
倣
い
、
就
役
期
間
を
季
節
ご
と
、
す
な
わ
ち
三
ヶ
月
に
短
縮
し
て
任
期
ご
と
に
三
―
四
名
が
共
同
就
役
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
州
全
体
五
四
都
で
一
季
に
一
〇
〇
―
二
〇
〇
名
が
就
役
す
る
に
と
ど
ま
り
、
官
府
側
・
郷
村
社
会
側
と
も
煩
瑣
を
免
れ
、
就
役
人
戸
も
生
業
を
妨
げ
ら
れ
な
い
意
義
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
提
案
を
う
け
た
知
州
岳
祖
義
は
役
法
改
革
に
着
手
し
て
い
る
( )
が
、
そ
れ
が
史
伯 
の
提
案
通
り
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
。
し
か
し
、
泰
定
四
年
の
段
階
で
一
〇
余
―
二
〇
戸
に
よ
る
共
同
就
役
が
創
出
さ
れ
職
役
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
至
正
六
年
以
降
に
至
っ
て
就
役
期
間
を
三
ヶ
月
に
短
縮
す
る
改
革
構
想
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
。
温
州
路
平
陽
州
の
場
合
、
就
役
期
間
を
三
ヶ
月
に
短
縮
す
る
こ
と
が
実
現
さ
れ
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
紹
興
路
下
で
は
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
だ
け
で
な
く
、
就
役
期
間
を
三
ヶ
月
に
短
縮
す
る
こ
と
も
確
実
に
実
現
さ
れ
て
い
た
。
後
至
元
六
―
至
正
元
年
(
一
三
四
〇
―
四
一)
に
紹
興
路
総
管
の
任
に
あ
っ
た
宋
文 
の
治
績
を
伝
え
る
黄 
撰
｢
紹
興
路
総
管
宋
公
去
思
碑
銘｣
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
蓋
し
民
の
役
有
る
や
、
古
え
自
り
然
り
。
今
の
患
い
力
称
わ
ず
、
事
均
し
か
ら
ざ
る
に
存
る
の
み
。
前
に
坊
・
隅
に
役
せ
ら
る
る
者
、
其
れ
一
隅
四
季
各
お
の
三
人
を
以
て
す
。
公
則
ち
増
し
て
七
人
と
為
す
。
州
県
に
役
せ
ら
る
る
者
、
其
れ
一
都
も
亦
た
増
し
て
十
有
五
人
に
至
る
。
而
し
て
力
其
の
称
わ
ざ
る
を
患
え
ず
。
大
家
を
先
に
し
、
商
賈
を
次
に
し
、
又
た
其
れ
寺
観
の
羨
田
有
る
者
を
次
に
し
、
役
事
を
分
任
せ
し
め
、
三
歳
に
し
て
一
周
す
れ
ば
、
則
ち
復
た
次
を
以
て
役
を
受
く
。
事
其
の
均
し
か
ら
ざ
る
を
患
え
ず
。
簿
書
・
期
会
、
追
逮
・
程
督
に
当
る
者
有
れ
ば
、
悉
く
例
を
用
て
牌
限
を
設
け
、
未
だ
嘗
て
輒
ち
一
卒
も
遺
ら
ず
。
州
県
視
て
以
て
則
と
為
し
、
民
用
て
擾
れ
ず
。
(『
両
浙
金
石
志』
巻
一
七)
宋
文 
は
、
職
役
負
担
を
就
役
人
戸
の
能
力
に
適
う
よ
う
に
す
る
た
め
、
季
節
ご
と
に
三
名
が
就
役
し
て
い
た
都
市
部
の
職
役
の
定
員
を
七
名
に
増
員
し
、
州
・
県
の
都
の
職
役
に
つ
い
て
も
一
五
名
に
増
員
し
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
役
目
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
都
市
部
の
職
役
は
坊
正
・
隅
正
、
都
の
職
役
は
里
正
・
主
首
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
で
も
、
平
陽
州
に
お
け
る
知
州
張
懋
の
改
革
の
場
合
と
同
様
に
、
三
年
間
で
就
役
該
当
人
戸
を
一
周
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
就
役
単
位
ご
と
の
就
役
該
当
人
戸
の
数
は
、
都
市
部
の
坊
正
・
隅
正
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の
場
合
は
八
四
戸
(
七
名
×
四
季
×
三
年
＝
八
四
戸)
、
都
の
里
正
・
主
首
の
場
合
一
八
〇
戸
(
一
五
名
×
四
季
×
三
年
＝
一
八
〇
戸)
に
及
ん
だ
。
紹
興
路
下
で
は
、
後
至
元
六
年
以
前
の
段
階
に
お
い
て
一
季
＝
三
ヶ
月
の
任
期
で
複
数
人
戸
が
共
同
就
役
す
る
方
法
が
存
在
し
て
お
り
、
後
至
元
六
―
至
正
元
年
に
は
一
季
＝
三
ヶ
月
ご
と
の
共
同
就
役
の
定
員
を
都
市
部
の
坊
・
隅
で
は
七
名
に
、
州
・
県
の
都
で
は
一
五
名
に
増
員
す
る
形
で
職
役
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
浙
東
地
方
の
事
例
で
あ
る
が
、
職
役
負
担
を
軽
減
す
る
動
き
は
浙
東
以
外
の
地
域
で
も
生
じ
て
い
た
。
一
例
を
見
よ
う
。
福
建
道
の
奥
に
位
置
す
る
邵
武
路
邵
武
県
で
は
、
至
正
一
六
年
(
一
三
五
六)
冬
に
着
任
し
た
達
魯
花
赤
の
安
答
兒
禿
と
県
尹
の
張
祥
が
、
主
簿
の
盧
信
・
胥
吏
・
就
役
人
戸
と
の〝
僉
議〟
と〝
儒
宿
老
成
の
論〟
を
踏
ま
え
て
役
法
改
革
に
着
手
し
た
( )
。
黄
鎮
成
撰
｢
均
徭
政
績
記｣
は
、
そ
の
改
革
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。
是
れ
よ
り
先
、
邑
里
正
・
主
首
を
以
て
、
十
郷
役
を
同
に
し
、
地
広
く
し
て
役
重
く
、
費
同
じ
き
も
産
力
同
じ
か
ら
ず
、
後
に
移
り
て
前
を
促
し
、
軽
き
に
就
き
て
重
き
を
避
け
、
民
甚
だ
之
に
苦
し
む
。
今
各
お
の
都
ご
と
に
惟
だ
主
首
一
人
を
設
く
る
の
み
。
五
十
三
都
、
歳
ご
と
に
二
番
、
主
首
為
る
者
一
百
有
六
な
り
。
三
五
斗
を
ば
正
役
と
為
し
、
官
に
在
り
て
応 
し
、
余
畸
碎
小
は
、
戸
ご
と
に
助
役
を
為
し
、
銭
を
出
だ
し
て
費
を
佐
く
。
…
…
主
首
止
だ
一
都
を
理
む
る
の
み
に
し
て
、
地
窄
く
し
て
民
知
り
易
し
。
官
に
在
る
者
常
に
五
十
三
人
に
し
て
、
人
衆
く
し
て
事
就
き
易
し
。
戸
ご
と
に
定
産
有
り
て
、
軽
重
偏
倚
の
私
無
く
、
役
に
定
歳
有
り
て
、
移 
疏
数
の
弊
無
し
。
(
萬
暦
『
邵
武
府
志』
巻
五
二
、
記
類
。
内
閣
文
庫
蔵)
邵
武
県
で
は
、
至
正
一
六
年
に
至
る
ま
で
里
正
・
主
首
の
就
役
単
位
は
郷
の
ま
ま
で
あ
り
、
広
域
な
就
役
単
位
に
よ
る
過
重
負
担
の
た
め
に
、
就
役
忌
避
の
弊
害
を
惹
き
起
こ
し
て
い
た
。
そ
の
改
革
と
は
、
就
役
単
位
を
都
に
改
め
、
主
首
の
任
期
を
半
年
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
主
首
に
就
役
す
る
人
戸
の
基
準
は〝
三
五
斗〟
以
上
、
す
な
わ
ち
税
糧
負
担
が
一
石
五
斗
以
上
の
人
戸
と
さ
れ
、
税
糧
負
担
が
そ
れ
に
及
ば
な
い
人
戸
は
役
費
を
援
助
す
る
と
い
う
。
一
石
五
斗
の
税
糧
負
担
と
は
、
税
率
を
も
と
に
算
出
す
れ
ば
所
有
田
産
約
三
〇
畝
と
推
測
さ
れ
る
( )
。
こ
れ
は
、
名
称
は
異
な
る
が
、〈
役
首
―
貼
役
〉
の
制
度
に
相
当
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
改
革
は
至
正
一
八
年
(
一
三
五
八)
四
月
に
は
完
了
し
た
と
い
う
。
浙
東
地
方
で
創
出
さ
れ
て
い
た
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
は
見
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ら
れ
な
い
も
の
の
、
福
建
道
の
邵
武
県
で
も
、
就
役
単
位
の
変
更
、
就
役
期
間
の
短
縮
、
貼
役
の
制
度
に
よ
っ
て
、
職
役
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
た
。
以
上
見
た
よ
う
に
、
元
代
後
半
期
の
江
南
、
と
く
に
至
正
年
間
に
は
、
就
役
単
位
の
変
更
、
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
、
就
役
期
間
の
短
縮
、〈
役
首
―
貼
役
〉
の
制
度
な
ど
を
通
し
て
、
職
役
負
担
を
軽
減
す
る
動
き
が
存
在
し
た
。
詳
細
を
確
認
で
き
る
事
例
は
少
数
に
と
ど
ま
る
が
、
同
様
の
動
き
は
元
代
後
半
の
江
南
各
地
に
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
本
章
の
冒
頭
に
挙
げ
た
正
徳
『
蘭
渓
県
志』
の
記
述
と
概
ね
同
文
の
記
事
が
江
蘇
省
・
浙
江
省
内
の
地
方
志
に
散
見
す
る
こ
と
は
そ
の
証
左
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
至
正
一
四
―
一
六
年
(
一
三
五
四
―
五
六)
に
慶
元
路
慈
渓
県
の
処
士
趙
偕
が
県
尹
陳
麟
に
提
出
し
た
県
政
改
革
の
建
白
書
で
あ
る
｢
治
県
権
宜
為
邑
宰
陳
文
昭
設｣
の
〈
考
貧
富
以
均
賦
役
〉
の
項
は
、
当
地
の
役
法
の
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
記
す
。
今
年
の
各
都
隅
の
役
事
頗
る
均
し
。
帰
附
し
て
自
り
以
来
、
未
だ
曾
て
有
ら
ざ
る
所
な
り
。
然
れ
ど
も
何
処
の
都
分
の
役
事
已
に
均
平
な
る
や
、
何
処
の
都
分
の
役
事
未
だ
均
平
な
ら
ざ
る
や
を
詳
考
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
亦
た
未
だ
善
を
尽
く
す
と
為
さ
ず
。
況
ん
や
役
戸
の
当
役
の
日
数
尚
お
増
減
を
用
い
る
者
、
各
郷
都
多
く
之
有
る
を
や
。
当
役
に
堪
う
る
も
漏
網
し
、
役
に
堪
え
ざ
る
も
未
だ
脱
る
を
得
ざ
る
者
も
、
亦
た
間
ま
之
有
り
。
各
都
の
里
正
・
主
首
、
仍
お
小
戸
を
詐
り
て
役
銭
を
貼
わ
し
む
る
者
、
比
比
と
し
て
是
れ
な
り
。
(
趙
偕
撰
『
趙
宝
峰
先
生
文
集』
巻
一)
元
朝
の
支
配
下
に
入
っ
て
以
来
、
最
も
均
等
な
役
負
担
を
実
現
し
た
状
態
に
は
あ
っ
た
が
、
都
に
よ
っ
て
は
、
就
役
期
間
を
増
減
す
る
も
の
や
里
正
・
主
首
の
役
費
を
零
細
な
人
戸
に
援
助
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
就
役
に
耐
え
難
い
零
細
な
人
戸
を
不
当
に
苦
し
め
る
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
慶
元
路
慈
渓
県
の
中
に
も
、
就
役
期
間
の
短
縮
や
〈
役
首
―
貼
役
〉
の
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
地
の
就
役
期
間
の
増
減
や
〈
役
首
―
貼
役
〉
の
制
度
は
、
都
レ
ヴ
ェ
ル
の
判
断
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
義
役
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
( )
。
そ
も
そ
も
、
義
役
は
郷
村
レ
ヴ
ェ
ル
で
役
次
(
就
役
人
戸
・
期
間)
を
決
定
し
て
職
役
負
担
の
弊
害
を
解
消
す
る
社
会
的
結
合
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
就
役
人
戸
へ
の
役
費
援
助
だ
け
で
な
く
、
就
役
期
間
の
短
縮
や
複
数
人
戸
よ
る
共
同
就
役
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
南
宋
・
宝
祐
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五
年
(
一
二
五
七)
の
慶
元
府
域
内
の
義
役
の
実
態
を
伝
え
る
『
開
慶
四
明
続
志』
巻
七
、
排
役
｢
行
移
始
末｣
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
大
抵
義
役
に
、
必
ず
役
首
有
り
。
各
甲
の
上
戸
に
非
ざ
れ
ば
、
役
を
主
る
こ
と
能
わ
ず
。
奈
何
ぞ
只
だ
己
を
利
す
る
を
知
る
の
み
に
し
て
、
更
め
て
人
を
恤
ま
ざ
ら
ん
や
。
謂
如
え
ば
一
甲
の
中
、
上
戸
二
十
戸
有
れ
ば
、
律
す
る
に
差
役
法
及
び
倍
法
を
正
す
を
以
て
し
、
自
ら
合
に
輪
流
充
応
す
べ
き
も
、
却
与
て
此
の
二
十
家
結
び
て
一
党
を
為
し
、
下
戸
に
派
及
し
、
一
月
な
る
者
・
半
月
な
る
者
・
十
日
な
る
者
に
勒
充
す
る
有
り
、
甚
だ
し
き
は
三
日
・
一
日
・
半
日
・
八
分
・
四
分
な
る
者
有
る
に
至
る
。
上
戸
た
ち
が
不
当
に
結
託
し
、
就
役
期
間
を
一
ヶ
月
・
半
月
・
一
〇
日
に
、
酷
い
場
合
は
三
日
・
一
日
以
下
に
ま
で
短
縮
し
て
本
来
就
役
に
該
当
し
な
い
下
戸
を
就
役
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
下
戸
の
存
立
を
脅
か
す
義
役
の
弊
害
役
首
や
上
戸
層
の
不
正
行
為
の
典
型
例
と
し
て
就
役
期
間
の
短
縮
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
義
役
の
下
で
就
役
期
間
の
短
縮
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
に
つ
い
て
は
、
黄 
撰
『
勉
斎
先
生
黄
文
粛
公
文
集』
巻
三
〇
｢
申
提
挙
司
乞
約
束
破
壊
義
役
状｣
が
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。
 
到
任
し
て
自
り
以
来
、
深
く
斯
の
弊
を
憫
む
。
偶
ま
一
都
の
内
に
上
戸
七
家
有
り
て
相
い
与
に
陳
詞
し
、
戸
長
を
差
す
る
を
免
じ
、
七
戸
自
ら
甲
首
と
為
ら
ん
こ
と
を
乞
う
に
因
り
、
都
内
の
合
に
納
む
べ
き
官
物
を
以
て
七
つ
と
為
し
、
県
中
但
だ
人
戸
の
自
承
由
子
を
給
し
、
之
を
甲
首
に
付
し
、
自
ら
管
催
を
行
な
わ
し
む
。
惟
に
人
戸
戸
長
の
害
を
免
る
る
の
み
な
ら
ず
し
て
、
官
物
の
入
る
所
反
て
常
年
よ
り
も
増
し
、
人
戸
深
く
以
て
便
と
為
す
。
本
県
遂
に
文
牒
を
出
だ
し
て
狭
都
に
行
下
し
、
人
戸
を
勧
誘
す
れ
ば
、
欣
然
と
し
て
之
に
従
う
者
、
十
有
余
都
な
り
。
公
私
倶
に
其
の
利
を
受
く
と
謂
う
べ
き
者
な
り
。
嘉
定
二
年
(
一
二
〇
九)
、
撫
州
臨
川
県
の
県
令
で
あ
っ
た
黄 
は
、
従
来
の
戸
長
の
制
に
代
え
て
、
七
戸
が
甲
首
に
就
役
し
た
い
と
い
う
或
る
都
の
上
戸
七
戸
か
ら
の
要
望
を
許
可
し
、
さ
ら
に
黄 
が
管
内
の
狭
都
を
勧
誘
し
た
結
果
、
一
〇
余
の
都
で
同
様
の
義
役
が
組
織
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
義
役
は
通
常
の
義
役
の
形
式
と
は
異
な
る
( )
も
の
の
、
郷
村
レ
ヴ
ェ
ル
で
就
役
人
戸
を
決
定
し
て
い
る
点
は
義
役
と
し
て
の
共
通
性
を
具
え
て
お
り
、
義
役
の
下
で
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
が
創
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
南
宋
期
段
階
の
義
役
に
お
い
て
就
役
期
間
の
短
縮
や
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
が
創
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
、
泰
定
四
年
、
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州
路
平
陽
州
に
お
い
て
一
〇
余
―
二
〇
戸
が
里
正
に
共
同
就
役
す
る
方
法
を
創
出
し
た
知
州
張
懋
の
役
法
改
革
が
義
役
の
組
織
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
然
の
現
象
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。
以
上
の
検
討
を
通
し
て
、
元
代
の
江
南
で
は
、
就
役
単
位
の
変
更
、
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
の
創
出
、
就
役
期
間
の
短
縮
、
〈
役
首
―
貼
役
〉
の
制
度
な
ど
に
よ
っ
て
職
役
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
元
代
後
半
期
の
浙
東
地
方
で
見
ら
れ
た
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
と
就
役
期
間
の
短
縮
は
、
南
宋
期
以
来
の
義
役
を
起
点
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
明
代
里
甲
制
下
に
お
け
る
一
里
長
戸
・
一
〇
甲
首
戸
＝
計
一
一
戸
の
共
同
就
役
に
よ
る
職
役
負
担
の
軽
減
は
、
明
初
に
至
っ
て
突
如
創
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
南
宋
・
元
代
以
来
の
職
役
負
担
の
軽
減
化
を
承
け
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
三
明
初
期
に
お
け
る｢
小
農
自
立｣
明
初
里
甲
制
体
制
の
画
期
性
を
実
現
し
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
小
経
営
農
民
の
成
長
の
検
討
に
移
ろ
う
。
里
甲
正
役
＝
職
役
負
担
を
土
地
所
有
人
戸
の
普
遍
的
義
務
と
す
る
こ
と
が
、
前
章
で
見
た
職
役
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、
小
経
営
農
民
の
成
長
に
も
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
南
宋
期
の
催
税
甲
頭
制
を
め
ぐ
る
様
相
を
確
認
す
れ
ば
明
瞭
と
な
る
。
北
宋
後
半
―
南
宋
期
に
一
般
化
し
た
催
税
担
当
の
職
役
は
大
保
長
(
大
保
長
が
戸
長
を
兼
任
し
な
い
場
合
は
戸
長
が
併
置
さ
れ
た)
で
あ
っ
た
が
、
南
宋
初
期
に
は
北
宋
・
熙
寧
年
間
に
倣
っ
た
催
税
甲
頭
制
も
実
施
さ
れ
た
。
催
税
甲
頭
制
は
、
都
内
の
三
〇
戸
ご
と
に
甲
頭
一
名
を
置
き
、
一
税
一
替
の
原
則
で
輪
番
に
就
役
す
る
職
役
制
度
で
あ
り
、
建
炎
四
年
(
一
一
三
〇)
八
月
に
両
浙
路
・
江
南
東
西
路
・
荊
湖
南
路
・
福
建
路
・
広
南
東
西
路
の
範
囲
で
実
施
さ
れ
た
が
、
翌
紹
興
元
年
(
一
一
三
一)
一
〇
月
に
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
紹
興
年
間
に
は
、
広
南
東
西
路
や
江
南
東
路
な
ど
で
復
活
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
短
期
間
の
う
ち
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
催
税
甲
頭
制
の
目
的
は
、
催
税
負
担
を
軽
減
し
、
大
保
長
の
就
役
の
弊
害
を
解
消
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
く
も
催
税
甲
頭
制
が
短
命
に
終
わ
っ
た
の
は
、
大
保
長
の
場
合
と
違
い
、
甲
頭
は
戸
等
や
税
産
額
に
関
係
な
く
二
丁
以
上
い
る
人
戸
が
輪
番
に
就
役
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
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結
果
、
就
役
人
戸
が
逃
戸
・
戸
絶
戸
や
納
税
を
拒
否
す
る
頑
戸
の
分
の
賠
納
な
ど
の
負
担
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
保
長
の
場
合
よ
り
も
破
産
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
( )
。
催
税
甲
頭
は
年
二
回
の
催
税
機
会
の
一
回
の
催
税
を
担
当
し
た
か
ら
、
そ
の
催
税
負
担
は
三
〇
戸
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
三
〇
戸
す
べ
て
が
催
税
対
象
の
土
地
所
有
人
戸
＝
主
戸
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
の
数
値
で
あ
り
、
三
〇
戸
の
う
ち
に
は
土
地
を
所
有
し
な
い
客
戸
も
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
、
実
際
の
催
税
甲
頭
の
負
担
は
三
〇
戸
分
を
下
回
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
催
税
負
担
は
、
第
一
章
で
見
た
里
甲
制
下
に
お
け
る
里
長
・
甲
首
の
役
の
二
〇
戸
分
と
い
う
催
税
負
担
に
近
似
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
催
税
甲
頭
と
里
甲
制
の
里
長
・
甲
首
と
で
は
、
後
者
の
催
税
機
会
が
年
二
回
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
共
同
就
役
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
違
い
も
あ
る
が
、
任
期
中
の
催
税
負
担
を
数
値
上
に
直
せ
ば
両
者
の
負
担
に
大
差
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
様
の
催
税
負
担
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
宋
初
期
の
催
税
甲
頭
制
が
就
役
人
戸
を
破
産
に
追
い
込
む
が
ゆ
え
に
定
着
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
明
初
の
里
甲
制
下
に
そ
う
し
た
現
象
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
明
初
里
甲
制
体
制
に
お
け
る
職
役
負
担
の
｢
正
役｣
化
は
職
役
負
担
に
耐
え
う
る
だ
け
の
小
経
営
農
民
の
成
長
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
勧
農
業
務
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
元
代
の
江
南
で
は
国
家
か
ら
の
農
業
技
術
・
経
営
指
導
を
必
要
と
し
な
い
ま
で
に
小
経
営
農
民
の
成
長
段
階
は
達
し
て
い
た
( )
。
し
か
し
遺
憾
な
が
ら
、
南
宋
期
―
明
初
期
に
お
け
る
小
経
営
農
民
の
成
長
過
程
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
さ
し
あ
た
り
、
こ
こ
で
は
宋
代
江
南
の
農
業
生
産
力
水
準
を
再
検
討
し
た
成
果
か
ら
展
望
す
る
ほ
か
な
い
。
従
来
、
宋
代
の
農
業
生
産
力
の
先
進
地
域
と
見
な
さ
れ
て
き
た
浙
西
デ
ル
タ
の
水
稲
作
は
低
湿
地
の
粗
放
な
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
浙
東
地
方
を
典
型
と
す
る
支
谷
・
河
谷
平
野
・
扇
状
地
の
地
域
こ
そ
｢
唐
宋
変
革｣
の
原
動
力
た
る
先
進
的
な
農
業
生
産
力
を
実
現
し
て
い
た
。
後
者
で
は
、
重
力
灌
漑
を
利
用
し
た
乾
田
に
お
い
て
肥
培
管
理
・
中
耕
除
草
を
伴
う
集
約
的
な
水
稲
作
が
行
な
わ
れ
、
稲
麦
二
毛
作
も
普
及
し
て
い
た
( )
。
こ
う
し
た
農
業
生
産
力
の
相
違
に
照
応
し
て
、
浙
西
デ
ル
タ
の
農
民
の
階
層
構
成
は
極
少
数
の
大
規
模
な
開
発
地
主
層
と
大
多
数
の
自
小
作
農
層
か
ら
な
る
二
階
層
構
造
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
浙
東
地
方
の
農
民
の
階
層
構
成
は
小
地
主
層
・
自
作
農
層
・
自
小
作
農
層
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
分
布
し
て
い
た
( )
。
宋
代
の
浙
西
デ
ル
タ
で
発
達
し
た
地
主
佃
戸
関
係
は
開
発
最
前
線
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の
低
い
生
産
力
に
規
定
さ
れ
た
生
産
関
係
で
あ
り
、
宋
朝
国
家
の
支
配
体
系
＝
戸
等
制
に
適
合
し
た
の
は
ま
ち
が
い
な
く
浙
東
地
方
の
農
民
の
階
層
構
成
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
浙
西
デ
ル
タ
で
も
平
均
土
地
所
有
面
積
の
縮
小
の
傾
向
が
存
在
し
、
南
宋
末
・
元
代
に
は
微
高
地
を
中
心
に
稲
麦
二
毛
作
が
普
及
・
定
着
し
て
お
り
、
自
ら
土
地
所
有
の
主
体
と
な
る
小
経
営
農
民
の
成
長
の
動
き
が
見
ら
れ
た
( )
。
こ
れ
ら
の
史
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
南
宋
期
―
明
初
期
に
お
け
る
小
経
営
農
民
の
成
長
過
程
は
、
浙
東
地
方
を
典
型
と
す
る
支
谷
・
河
谷
平
野
・
扇
状
地
の
地
域
の
集
約
的
な
農
業
技
術
の
普
及
・
定
着
を
基
礎
に
、
土
地
所
有
の
主
体
に
成
長
し
て
ゆ
く
過
程
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
明
初
洪
武
年
間
に
実
施
さ
れ
た
徙
民
開
墾
政
策
＝
験
丁
授
田
政
策
( )
や
、
一
連
の
疑
獄
事
件
を
契
機
に
江
南
の
大
規
模
地
主
を
弾
圧
し
た
籍
没
・
官
田
化
政
策
( )
は
、
南
宋
期
以
来
の
小
経
営
農
民
の
成
長
を
促
進
し
て
広
範
な
自
作
農
を
創
出
し
、
里
甲
編
成
に
適
合
し
た
農
民
の
階
層
構
成
を
形
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
政
策
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
。
南
宋
期
―
元
代
に
右
の
動
き
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
宋
代
の
保
正
・
大
保
長
の
役
で
は
中
等
戸
以
上
と
さ
れ
て
い
た
職
役
の
賦
課
基
準
の
引
き
下
げ
が
行
な
わ
れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
南
宋
期
に
は
職
役
負
担
が
下
等
戸
に
及
ぶ
現
象
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
職
役
賦
課
の
実
務
を
担
う
州
・
県
の
胥
吏
・
郷
書
手
や
義
役
の
管
理
統
率
者
(
役
首)
の
不
正
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
( )
。
元
代
に
至
る
と
、
賦
課
基
準
は
公
式
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
大
徳
七
年
(
一
三
〇
三)
年
一
一
月
に
江
西
行
省
管
内
で
公
認
さ
れ
た
義
役
で
は
、
一
石
以
上
の
税
糧
負
担
人
戸
＝
約
二
〇
畝
以
上
の
土
地
所
有
人
戸
と
さ
れ
て
お
り
( )
、
前
章
で
見
た
福
建
道
の
奥
地
邵
武
県
に
お
け
る
至
正
一
六
―
一
八
年
(
一
三
五
六
―
五
八)
の
役
法
改
革
で
も
、
実
際
に
主
首
に
就
役
す
る
人
戸
の
基
準
は
約
三
〇
畝
以
上
の
土
地
所
有
人
戸
と
さ
れ
て
い
た
。
前
章
で
見
た
温
州
路
平
陽
州
や
紹
興
路
下
の
州
・
県
の
よ
う
に
、
複
数
人
戸
に
よ
る
共
同
就
役
や
就
役
期
間
の
短
縮
(
季
役)
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
賦
課
基
準
は
さ
ら
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
明
代
の
職
役
が
里
甲
正
役
と
し
て
畸
零
戸
以
外
の
土
地
所
有
人
戸
の
普
遍
的
義
務
と
さ
れ
た
の
は
、
小
経
営
農
民
の
成
長
に
対
応
し
た
職
役
賦
課
基
準
の
引
き
下
げ
の
延
長
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
土
地
所
有
人
戸
の
普
遍
的
義
務
と
し
た
と
は
い
え
、
明
朝
国
家
も
数
畝
程
度
の
零
細
な
土
地
所
有
人
戸
を
里
甲
正
役
の
甲
首
の
担
い
手
と
し
て
想
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
里
甲
編
成
の
前
提
と
し
て
広
範
な
自
作
農
の
創
出
を
め
ざ
し
た
洪
武
年
間
の
験
丁
授
田
政
策
の
授
田
額
が
一
丁
当
り
一
六
畝
や
一
七
畝
で
あ
り
( )
、
蘇
州
府
下
で
実
際
に
創
出
さ
れ
た
農
民
の
土
地
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所
有
規
模
が
約
一
一
一
畝
―
約
二
二
畝
で
あ
っ
た
( )
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
甲
首
の
担
い
手
と
し
て
明
朝
国
家
が
理
想
と
し
た
の
は
、
約
二
〇
畝
程
度
の
土
地
を
所
有
す
る
人
戸
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
明
初
里
甲
制
体
制
に
お
け
る
職
役
の
｢
正
役｣
化
は
、
宋
代
の
浙
東
地
方
に
典
型
的
に
見
ら
れ
た
集
約
的
な
農
業
技
術
の
普
及
・
定
着
を
基
礎
に
、
約
二
〇
畝
程
度
の
土
地
を
自
ら
所
有
す
る
小
経
営
農
民
が
広
範
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
理
解
か
ら
宋
代
を
振
り
返
れ
ば
、｢
唐
宋
変
革｣
が
小
経
営
の
自
立
と
農
民
的
土
地
所
有
の
確
立
に
基
づ
く
社
会
変
革
で
あ
っ
た
( )
と
は
い
え
、
宋
代
社
会
は
自
己
所
有
地
で
自
立
再
生
産
可
能
な
農
民
が
占
め
る
比
率
は
多
い
場
合
で
も
二
〇
％
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
に
規
定
さ
れ
て
職
役
負
担
の
対
象
を
中
等
戸
以
上
の
人
戸
に
限
定
し
た
言
い
か
え
れ
ば
、
両
税
法
下
の
税
役
収
取
原
則
が
一
定
の
階
層
以
上
の
人
戸
で
実
現
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
段
階
で
あ
っ
た
。
南
宋
期
以
来
の
自
ら
土
地
所
有
の
主
体
と
な
る
小
経
営
農
民
の
広
範
な
成
長
に
照
応
し
、
元
代
後
半
期
の
江
南
で
本
格
化
し
た
職
役
負
担
の
軽
減
化
を
継
承
し
な
が
ら
、
両
税
法
施
行
後
は
じ
め
て
土
地
所
有
人
戸
全
般
が
租
税
と
徭
役
を
負
担
す
る
原
則
を
実
現
し
た
の
が
明
初
の
里
甲
制
体
制
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
史
研
究
で
は
、
一
四
世
紀
末
か
ら
始
ま
り
、
一
六
・
一
七
世
紀
に
本
格
化
し
た
基
本
的
に
単
婚
小
家
族
の
労
働
力
と
自
家
保
有
地
で
再
生
産
可
能
な
農
民
の
広
範
な
形
成
過
程
を
｢
小
農
自
立｣
の
概
念
に
よ
っ
て
把
握
し
て
い
る
( )
。
小
経
営
生
産
様
式
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
抽
象
化
す
れ
ば
、
南
宋
期
―
明
初
期
の
中
国
社
会
は
、
ま
さ
に
日
本
の
｢
小
農
自
立｣
に
相
当
す
る
小
経
営
の
成
長
段
階
に
あ
り
、
比
較
史
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
明
初
里
甲
制
体
制
は
｢
小
農
自
立｣
の
動
き
に
対
応
し
て
創
出
さ
れ
た
人
民
編
成
と
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
( )
。
右
の
理
解
は
、
あ
く
ま
で
蓋
然
性
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
推
論
の
域
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
残
存
史
料
の
制
約
か
ら
明
初
里
甲
制
下
の
現
実
の
農
民
の
階
層
構
成
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
こ
と
に
あ
り
、
と
り
わ
け
洪
武
一
四
年
(
一
三
八
一)
以
来
、
一
〇
年
に
一
度
の
原
則
で
全
国
の
里
に
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
、
明
朝
の
滅
亡
ま
で
計
二
七
回
に
亙
っ
て
編
纂
さ
れ
つ
づ
け
た
明
代
の
戸
籍
兼
租
税
・
徭
役
台
帳
賦
役
黄
冊
が
散
失
し
、
原
本
・
抄
本
と
も
に
一
里
分
完
全
な
形
で
は
一
冊
た
り
と
も
発
見
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
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た
史
料
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
刮
目
す
べ
き
文
書
史
料
に
基
づ
い
た
デ
ー
タ
が
あ
る
。
欒
成
顕
氏
が
安
徽
省
博
物
館
所
蔵
の
『
萬
暦
九
年
清
丈
二
十
七
都
五
図
帰
戸
親
供
冊』
(
安
徽
省
博
物
館
蔵
二：
二
四
五
八
二
号)
と
『
萬
暦
二
十
七
都
五
図
黄
冊
底
籍』
(
安
徽
省
博
物
館
蔵
二：
二
四
五
二
七
号)
を
も
と
に
提
示
し
た
デ
ー
タ
で
あ
る
( )
。
欒
氏
に
よ
れ
ば
、
両
文
書
は
『
萬
暦
至
崇
禎
二
十
七
都
五
図
三
甲
朱
学
源
戸
冊
底』
(
安
徽
省
博
物
館
蔵
二：
二
四
五
二
九
号)
、『
清
初
二
十
七
都
五
図
三
甲
編
審
冊』
(
安
徽
省
博
物
館
蔵
二：
二
四
五
五
四
号)
と
と
も
に
、｢
明
末
清
初｣
の
時
期
に
徽
州
府
休
寧
県
二
七
都
五
図
三
甲
の
里
長
戸
を
務
め
て
い
た
朱
学
源
戸
、
も
し
く
は
そ
の
関
係
者
が
清
代
初
期
に
抄
写
し
、
私
家
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『
萬
暦
九
年
清
丈
二
十
七
都
五
図
帰
戸
親
供
冊』
は
、
萬
暦
九
年
(
一
五
八
一)
の
張
居
正
の
土
地
丈
量
(
休
寧
県
で
は
県
令
曾
乾
亨
が
実
施)
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
た
文
冊
の
抄
本
で
あ
り
、
休
寧
県
二
七
都
五
図
に
所
属
す
る
人
戸
が
所
有
す
る
田
産
額
(
他
の
都
・
図
に
分
散
し
て
所
有
す
る
田
産
も
含
む)
と
負
担
税
糧
額
を
各
人
戸
ご
と
に
記
し
て
い
る
。『
萬
暦
二
十
七
都
五
図
黄
冊
底
籍』
は
四
冊
か
ら
な
る
。
休
寧
県
二
七
都
五
図
で
萬
暦
一
〇
年
(
一
五
八
二)
、
同
二
〇
年
(
一
五
九
二)
、
同
三
〇
年
(
一
六
〇
二)
、
同
四
〇
年
(
一
六
一
二)
に
作
成
さ
れ
た
計
四
回
分
の
賦
役
黄
冊
の
底
本
の
抄
本
で
あ
り
、
二
七
都
五
図
に
所
属
す
る
各
人
戸
の
人
丁
・
事
産
を
記
載
し
て
い
る
。
両
文
書
が
伝
え
る
数
値
は
、
休
寧
県
に
お
け
る
萬
暦
九
年
の
丈
量
が
周
到
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
数
値
の
変
動
の
あ
り
方
か
ら
見
て
、
信
憑
性
が
高
い
と
欒
氏
は
評
価
し
て
い
る
( )
。
こ
の
両
文
書
を
活
用
す
れ
ば
、
萬
暦
九
年
か
ら
同
四
〇
年
に
至
る
時
期
の
休
寧
県
二
七
都
五
図
に
お
け
る
農
民
の
階
層
構
成
と
そ
の
推
移
、
さ
ら
に
は
各
人
戸
ご
と
の
人
丁
数
・
所
有
田
産
額
の
変
動
状
況
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
筆
者
は
両
文
書
を
実
見
し
得
て
い
な
い
( )
。
し
か
し
、
両
文
書
を
紹
介
し
た
欒
氏
は
、
両
文
書
か
ら
得
ら
れ
る
数
値
を
整
理
し
、
休
寧
県
二
七
都
五
図
に
所
属
す
る
人
戸
全
体
の
田
産
所
有
状
況
、
階
層
構
成
と
そ
の
推
移
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
小
論
が
問
題
と
す
る
明
初
期
か
ら
は
約
二
〇
〇
年
時
代
を
下
る
が
、
前
述
し
た
史
料
の
厳
し
い
残
存
状
況
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
先
の
筆
者
の
推
論
が
的
を
外
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
最
後
に
、
欒
氏
が
両
文
書
を
も
と
に
提
示
し
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
よ
う
。
両
文
書
の
舞
台
と
な
っ
た
休
寧
県
二
七
都
五
図
の
農
業
景
観
か
ら
確
認
し
よ
う
。
明
・
清
期
の
休
寧
県
の
地
方
志
は
、
二
七
都
五
図
に
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編
成
さ
れ
た
人
戸
た
ち
が
居
住
す
る
集
落
名
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
も
の
の
、
二
七
都
五
図
が
里
仁
東
郷
に
属
し
た
こ
と
、
ま
た
二
七
都
下
の
集
落
名
を
伝
え
る
( )
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
二
七
都
は
、
県
城
か
ら
西
南
の
方
角
へ
約
一
六
㎞
の
位
置
に
あ
る
現
在
の
陳
霞
(
陳
村
・
霞
瀛)
周
辺
の
地
域
で
あ
っ
た
。
二
七
都
＝
陳
霞
周
辺
地
域
は
、
図
１
に
示
す
萬
暦
『
休
寧
県
志』
巻
首
｢
隅
都
図｣
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
休
寧
県
を
東
流
す
る
新
安
江
の
北
岸
に
位
置
し
、
戦
前
日
本
の
陸
地
測
量
部
(
参
謀
本
部)
作
成
の
五
万
分
の
一
地
図
を
見
れ
ば
、
新
安
江
沿
い
の
山
間
小
盆
地
に
あ
り
、
標
高
約
一
三
〇
ｍ
付
近
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
に
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
萬
暦
九
年
清
丈
二
十
七
都
五
図
帰
戸
親
供
冊』
の
記
載
を
も
と
に
欒
氏
が
作
成
し
た
表
３
｢
萬
暦
九
年
二
七
都
五
図
所
属
人
戸
が
所
有
す
る
各
種
の
土
地
面
積
お
よ
び
そ
の
比
率｣
を
見
よ
う
。
萬
暦
九
年
の
段
階
で
二
七
都
五
図
所
属
人
戸
が
所
有
し
た
田
産
の
う
ち
、
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図１ 萬暦 『休寧県志』 巻首 ｢隅都図二｣ (東洋文庫蔵, 萬暦35年序刊本)
表３ 萬暦９年27都５図所属人戸が所有する各種の土地面積およびその比率
単位：税畝
類 別 総 額 田 地 山 塘
面 積 3195.8686 2034.3208 553.3173 573.2514 34.9800
% 100 64 17 18 １
欒成顕 『明代黄冊研究』 (中国社会科学出版社, 1998年) 184頁の表５を転載｡
〝田〟
の
地
目
が
占
め
る
比
率
は
六
四
％
に
及
ん
で
い
た
( )
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
休
寧
県
里
仁
東
郷
二
七
都
五
図
は
、
山
間
部
に
位
置
し
な
が
ら
も
河
川
流
域
の
小
盆
地
の
傾
斜
地
を
利
用
し
て
主
に
水
稲
作
を
営
ん
で
お
り
、
宋
代
の
江
南
で
先
進
的
で
あ
っ
た
集
約
的
水
稲
作
技
術
が
普
及
・
定
着
し
て
い
た
地
域
と
い
え
る
。
で
は
、
萬
暦
九
年
―
同
四
〇
年
に
お
け
る
休
寧
県
里
仁
東
郷
二
七
都
五
図
所
属
人
戸
全
体
の
階
層
構
成
と
そ
の
推
移
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
表
４
、
表
５
は
そ
れ
ぞ
れ
『
萬
暦
九
年
清
丈
二
十
七
都
五
図
帰
戸
親
供
冊』
、
『
萬
暦
二
十
七
都
五
図
黄
冊
底
籍』
を
も
と
に
欒
氏
が
整
理
し
た
萬
暦
九
年
、
お
よ
び
同
一
〇
年
・
二
〇
年
・
三
〇
年
・
四
〇
年
の
階
層
構
成
で
あ
る
。
な
お
、
両
文
書
が
記
載
す
る
田
産
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
面
積
単
位
が
税
畝
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
欒
氏
に
よ
れ
ば
、
萬
暦
九
年
の
丈
量
以
降
、
休
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表４ 萬暦９年27都５図所属人戸が所有する土地総額の統計
表５ 萬暦年間27都５図所属人戸の土地所有統計
単位：税畝
人戸の土地
所有規模
萬暦10年 萬暦20年 萬暦30年 萬暦40年
戸数 土地累計 戸数 土地累計 戸数 土地累計 戸数 土地累計
無 産 戸 30 0 22 0 14 0 11 0
0～5 43 86.137 46 82.735 48 74.728 52 89.983
5～10 13 104.083 16 112.229 17 118.955 21 149.743
10～20 17 243.537 21 307.775 36 558.067 29 442.813
20～30 12 278.029 15 367.138 10 254.157 16 392.123
30～50 14 534.364 15 554.402 18 665.557 14 523.159
50～100 5 365.226 7 553.687 6 415.144 8 537.515
100以上 7 1597.843 4 1080.703 5 1298.533 4 1267.715
総 計 141 3209.219 146 3058.669 154 3385.141 156 3403.052
欒成顕 『明代黄冊研究』 (中国社会科学出版社, 1998年) 232頁の表20を転載｡ なお, 欒氏が萬暦30
年の総人戸数を156戸とするのは計算ミスと思われるため, 転載にあたって154戸に改めた｡
単位：税畝
人戸の土地
所有規模
戸 数 面 積 (累 計)
実 数 ％ 実 数 ％
無 産 戸 33 23 0 0
0～5未満 43 30 87.6734 3
5～10未満 12 8 93.5074 3
10～20未満 18 13 267.6372 8
20～30未満 12 8 278.1826 9
30～50未満 13 9 499.6767 16
50～100未満 5 4 364.7168 11
100以上 7 5 1596.0573 50
総 計 143 100 3187.4514 100
欒成顕 『明代黄冊研究』 (中国社会科学出版社, 1998年) 189頁の表７を転
載｡
寧
県
で
は
田
土
面
積
の
計
測
に
税
畝
制
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
税
畝
は
各
種
の
等
級
の
田
土
の
煩
瑣
な
納
税
科
則
を
簡
略
化
す
る
た
め
に
、
各
種
の
異
な
っ
た
等
級
の
田
土
面
積
を
相
当
す
る
納
税
面
積
に
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
( )
。
し
た
が
っ
て
、
税
畝
で
示
さ
れ
た
面
積
は
実
際
の
面
積
と
異
な
る
。
だ
が
、
当
地
の
場
合
、
地
方
志
が
伝
え
る
丈
量
以
前
の
税
率
を
も
と
に
試
算
す
る
と
、
税
畝
表
示
の
面
積
と
実
際
の
面
積
と
の
差
額
は
些
少
で
あ
る
か
、
む
し
ろ
税
畝
表
示
の
面
積
よ
り
も
実
際
の
面
積
が
上
回
る
可
能
性
が
高
い
( )
。
ま
た
、
税
畝
に
は
国
家
が
把
握
し
た
公
課
負
担
能
力
を
示
す
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
税
畝
単
位
の
ま
ま
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
さ
て
、
表
４
・
表
５
を
一
見
し
て
第
一
に
明
ら
か
で
あ
る
の
は
、
い
ず
れ
の
時
期
も
田
産
所
有
人
戸
の
階
層
構
成
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
分
布
し
て
お
り
、
な
か
で
も
一
〇
―
三
〇
税
畝
規
模
の
田
産
所
有
人
戸
が
分
厚
い
層
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
無
産
戸
の
数
は
少
な
く
、
年
代
を
下
る
に
し
た
が
い
萬
暦
九
年
の
三
三
戸
(
全
人
戸
に
占
め
る
比
率
は
二
三
・
〇
八
％)
か
ら
萬
暦
四
〇
年
の
一
一
戸
(
全
人
戸
に
占
め
る
比
率
は
七
・
〇
五
％)
ま
で
減
少
し
、
一
〇
税
畝
未
満
の
零
細
な
田
産
所
有
人
戸
が
萬
暦
九
年
の
五
五
戸
(
全
人
戸
に
占
め
る
比
率
は
三
八
・
四
六
％)
か
ら
萬
暦
四
〇
年
の
七
三
戸
(
全
人
戸
に
占
め
る
比
率
は
四
六
・
七
九
％)
へ
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
欒
成
顕
氏
は
、
明
代
後
半
の
江
南
で
は
一
般
的
に
一
〇
―
二
〇
畝
規
模
の
土
地
所
有
人
戸
は
自
作
農
に
属
し
、
二
〇
―
三
〇
畝
規
模
の
土
地
所
有
人
戸
は
富
裕
な
自
作
農
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
( )
。
明
末
に
至
る
と
、
広
域
的
水
利
機
構
の
整
備
、
囲
田
の
整
備
・
再
編
と
と
も
に
乾
田
化
の
進
ん
だ
浙
西
デ
ル
タ
が
先
進
的
な
農
業
生
産
力
の
舞
台
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
徹
底
し
た
深
耕
多
肥
の
農
法
を
基
礎
に
商
業
的
農
業
が
展
開
し
て
お
り
、
成
年
男
子
一
人
当
り
の
可
耕
面
積
は
一
〇
畝
程
度
に
ま
で
縮
小
し
た
( )
。
明
末
の
農
業
生
産
力
か
ら
見
て
も
、
先
進
的
水
稲
作
地
と
な
っ
た
浙
西
デ
ル
タ
以
外
の
江
南
地
域
に
つ
い
て
欒
氏
の
指
摘
は
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
自
作
農
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
一
〇
―
三
〇
税
畝
規
模
の
田
産
所
有
人
戸
の
数
と
全
人
戸
に
占
め
る
比
率
の
推
移
、
ま
た
一
〇
税
畝
以
上
の
田
産
所
有
人
戸
の
数
と
全
人
戸
に
占
め
る
比
率
の
推
移
は
、
表
６
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
萬
暦
三
〇
年
を
ピ
ー
ク
に
増
加
し
て
お
り
、
萬
暦
三
〇
年
段
階
の
一
〇
―
三
〇
税
畝
規
模
の
田
産
所
有
人
戸
の
数
は
四
六
戸
で
、
全
人
戸
に
占
め
る
比
率
は
二
九
・
八
七
％
に
も
及
ぶ
。
ま
た
萬
暦
三
〇
年
の
一
〇
税
畝
以
上
の
田
産
所
有
人
戸
の
数
は
七
五
戸
で
、
全
人
戸
に
占
め
る
比
率
は
四
八
・
七
〇
％
で
あ
る
。
こ
の
増
加
傾
向
は
、
無
産
戸
の
減
少
と
一
〇
税
畝
未
満
の
零
細
な
田
産
所
有
人
戸
の
増
加
傾
向
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
自
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表６ 萬暦年間休寧県27都５図所属の10税畝以上の田産所有人戸等の推移
田産の単位：税畝
万暦９年 (1581) 全人戸：143戸, 田産所有人戸：110戸, 無所有人戸：33戸 (23.08％)
田産所有規模 戸数 全人戸に占める比率 田産額 (平均所有田産額と全田産に占める比率)
10～30未満 30戸 20.98％ (30/143) 545.8198 (平均18.1999 17.12％)
10以上 55戸 38.46％ (55/143)
10未満 88戸 61.54％ (88/143)
万暦10年 (1582) 全人戸：141戸, 田産所有人戸：111戸, 無所有人戸：30戸 (21.28％)
田産所有規模 戸数 全人戸に占める比率 田産額 (平均所有田産額と全田産に占める比率)
10～30未満 29戸 20.57％ (29/141) 521.566 (平均17.985 16.25％)
10以上 55戸 39.01％ (55/141)
10未満 86戸 60.99％ (86/141)
万暦20年 (1592) 全人戸：146戸, 田産所有人戸：124戸, 無所有人戸：22戸 (15.07％)
田産所有規模 戸数 全人戸に占める比率 田産額 (平均所有田産額と全田産に占める比率)
10～30未満 36戸 24.66％ (36/146) 674.913 (平均18.748 22.07％)
10以上 62戸 42.47％ (62/146)
10未満 84戸 57.34％ (84/146)
万暦30年 (1602) 全人戸：154戸, 田産所有人戸：142戸, 無所有人戸：14戸 (8.97％)
田産所有規模 戸数 全人戸に占める比率 田産額 (平均所有田産額と全田産に占める比率)
10～30未満 46戸 29.87％ (46/154) 812.221 (平均17.657 23.99％)
10以上 75戸 48.70％ (75/154)
10未満 79戸 51.30％ (79/154)
万暦40年 (1612) 全人戸：156戸, 田産所有人戸：145戸, 無所有人戸：11戸 (7.05％)
田産所有規模 戸数 全人戸に占める比率 田産額 (平均所有田産額と全田産に占める比率)
10～30未満 45戸 28.85％ (45/156) 834.936 (平均18.554 24.53％)
10以上 75戸 44.38％ (71/156)
10未満 84戸 53.85％ (84/156)
表４・表５の数値をもとに作成｡
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表７ 萬暦年間休寧県27都５図における地主的土地所有の比率
田産の単位：税畝
万暦９年 (1581) の比率 53.66％ (1710.4508÷3187.4514)
田産所有規模 戸数 出租地 出租地の内訳
30～50未満 13戸 109.6767 499.6767－390 (13戸×30) ＝109.6767
50～100未満 ５戸 214.7168 364.7168－150 (５戸×30) ＝214.7168
100以上 ７戸 1386.0573 1596.0573－210 (７戸×30) ＝1386.0573
計 25戸 1710.4508 2460.4508－750 (25戸×30) ＝1710.4508
万暦10年 (1582) の比率 53.52％ (1717.433÷3209.219)
田産所有規模 戸数 出租地 出租地の内訳
30～50未満 14戸 114.364 534.364－420 (14戸×30) ＝114.364
50～100未満 ５戸 215.226 365.226－150 (５戸×30) ＝215.226
100以上 ７戸 1387.843 1597.843－210 (７戸×30) ＝1387.843
計 26戸 1717.433 2497.433－780 (26戸×30) ＝1717.433
万暦20年 (1592) の比率 46.06％ (1408.792÷3058.669)
田産所有規模 戸数 出租地 出租地の内訳
30～50未満 15戸 104.402 554.402－450 (15戸×30) ＝104.402
50～100未満 ７戸 343.687 553.687－210 (７戸×30) ＝343.687
100以上 ４戸 960.703 1080.703－120 (４戸×30) ＝960.703
計 26戸 1408.792 2188.792－780 (26戸×30) ＝1408.792
万暦30年 (1602) の比率 44.58％ (1509.234÷3385.141)
田産所有規模 戸数 出租地 出租地の内訳
30～50未満 18戸 125.557 665.557－540 (18戸×30) ＝125.557
50～100未満 ６戸 235.144 415.144－180 (６戸×30) ＝235.144
100以上 ５戸 1148.533 1298.533－150 (５戸×30) ＝1148.533
計 29戸 1509.234 2379.234－870 (29戸×30) ＝1509.234
万暦40年 (1612) の比率 45.50％ (1548.389÷3403.052)
田産所有規模 戸数 出租地 出租地の内訳
30～50未満 14戸 103.159 523.159－420 (14戸×30) ＝103.159
50～100未満 ８戸 297.515 537.515－240 (８戸×30) ＝297.515
100以上 ４戸 1147.715 1267.715－120 (４戸×30) ＝1147.715
計 26戸 1548.389 2328.389－780 (26戸×30) ＝1548.389
表４・表５の数値をもとに作成｡
ら
土
地
所
有
の
主
体
と
な
る
小
経
営
農
民
の
成
長
の
動
き
の
所
産
と
い
え
よ
う
。
自
作
農
に
相
当
す
る
規
模
の
田
産
所
有
人
戸
が
三
割
近
い
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
自
作
農
を
基
軸
と
し
た
階
層
構
成
と
い
え
る
。
そ
れ
は
地
主
的
土
地
所
有
の
比
率
に
も
反
映
し
て
い
る
。
三
〇
税
畝
以
上
の
所
有
田
産
は
出
租
さ
れ
た
も
の
と
仮
定
し
て
、
地
主
的
土
地
所
有
の
比
率
を
算
出
し
た
数
値
を
表
７
に
示
そ
う
。
全
田
産
に
地
主
的
土
地
所
有
の
占
め
る
比
率
は
、
五
三
・
六
六
％
―
四
四
・
五
〇
％
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
が
地
主
的
土
地
所
有
の
未
発
達
な
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
地
主
的
土
地
所
有
が
発
達
し
た
清
初
・
康
熙
年
間
の
蘇
州
府
下
の
地
主
的
土
地
所
有
の
比
率
が
全
耕
地
の
八
〇
％
以
上
に
及
ん
で
い
た
( )
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
一
〇
税
畝
未
満
の
田
産
所
有
人
戸
・
無
産
戸
は
生
計
補
完
・
生
計
の
た
め
に
租
佃
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
、
人
戸
を
基
準
に
地
主
制
の
普
及
具
合
を
測
れ
ば
、
地
主
制
に
組
み
込
ま
れ
た
人
戸
の
比
率
は
最
も
高
い
萬
暦
九
年
で
も
六
一
・
五
四
％
で
あ
り
、
最
も
低
い
萬
暦
三
〇
年
で
は
五
一
・
三
〇
％
に
す
ぎ
な
い
( )
。
以
上
、
萬
暦
年
間
の
徽
州
府
休
寧
県
里
仁
東
郷
二
七
都
五
図
で
は
、
自
家
所
有
地
で
再
生
産
可
能
と
考
え
ら
れ
る
一
〇
―
三
〇
税
畝
規
模
の
田
産
所
有
人
戸
が
三
〇
％
近
く
存
在
し
、
そ
れ
以
上
の
田
産
額
を
所
有
す
る
人
戸
の
比
率
は
四
八
・
七
〇
％
に
も
の
ぼ
る
階
層
構
成
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
見
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
、
日
本
の
近
世
初
期
―
―
寛
永
二
一
年
(
一
六
四
四)
の
河
内
幕
領
内
に
お
い
て
、
自
家
保
有
地
で
再
生
産
可
能
な
持
高
五
石
以
上
の
百
姓
の
比
率
は
四
四
・
七
六
％
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
無
高
の
百
姓
が
三
四
・
六
二
％
も
存
在
し
て
い
た
( )
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
萬
暦
年
間
の
休
寧
県
里
仁
東
郷
二
七
都
五
図
は
、
日
本
の
近
世
初
期
の
先
進
地
域
を
凌
駕
す
る
｢
小
農
自
立｣
の
段
階
に
達
し
て
い
た
と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
当
地
の
こ
う
し
た
階
層
構
成
が
南
宋
期
以
来
の
｢
小
農
自
立｣
の
動
き
に
対
応
し
て
創
出
さ
れ
た
人
民
編
成
と
推
論
し
た
里
甲
制
体
制
に
適
合
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
贅
言
を
要
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
当
地
で
も
明
初
期
か
ら
萬
暦
年
間
の
よ
う
な
階
層
構
成
が
実
現
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
明
初
の
段
階
で
は
自
作
農
相
当
の
人
戸
の
比
率
は
萬
暦
年
間
よ
り
も
少
数
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
萬
暦
年
間
に
お
け
る
当
地
の
人
戸
の
階
層
構
成
は
、
明
初
期
の
里
甲
編
成
の
後
も
南
宋
期
以
来
の
自
ら
土
地
所
有
の
主
体
と
な
る
小
経
営
農
民
の
成
長
が
漸
次
的
に
進
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
そ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
( )
。
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こ
こ
で
確
認
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
里
の
事
例
に
す
ぎ
な
い
。
地
域
的
な
偏
差
は
当
然
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
宋
代
江
南
の
先
進
的
な
農
業
技
術
が
普
及
・
定
着
し
た
地
域
に
お
い
て
、
筆
者
が
推
論
し
た
里
甲
制
体
制
の
性
格
に
適
合
す
る
農
民
の
階
層
構
成
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
揺
る
ぎ
な
い
事
実
で
あ
る
。
お
わ
り
に
明
初
の
里
甲
制
体
制
は
、
北
宋
後
半
期
以
降
の
職
役
負
担
の
矛
盾
を
解
決
し
、
両
税
法
施
行
後
は
じ
め
て
職
役
負
担
を
土
地
所
有
人
戸
の
普
遍
的
義
務
と
す
る
(
職
役
の
｢
正
役｣
化)
と
い
う
歴
史
的
画
期
性
を
具
え
た
人
民
編
成
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
日
本
の
中
世
後
期
・
近
世
初
期
の
｢
小
農
自
立｣
に
比
定
で
き
る
自
ら
土
地
所
有
の
主
体
と
な
る
小
経
営
農
民
の
成
長
の
動
き
を
基
礎
に
、
元
代
後
半
期
の
江
南
に
お
い
て
本
格
化
し
た
共
同
就
役
や
就
役
期
間
の
短
縮
等
に
よ
る
職
役
負
担
の
軽
減
化
を
継
承
す
る
形
で
実
現
し
た
。
以
上
が
小
論
の
さ
さ
や
か
な
結
論
で
あ
る
。
こ
の
理
解
か
ら
翻
っ
て
視
れ
ば
、
宋
・
元
代
は
｢
土
地
所
有
に
も
と
づ
く
租
税
と
徭
役
と
の
統
一
的
編
成｣
と
い
う
両
税
法
下
の
税
役
収
取
原
則
が
一
定
の
階
層
以
上
の
人
戸
(
中
等
戸
以
上
の
人
戸)
の
み
を
対
象
に
実
現
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
段
階
で
あ
り
、
宋
代
か
ら
明
初
期
は
両
税
法
下
の
税
役
収
取
原
則
が
全
面
的
に
実
現
し
て
ゆ
く
過
程
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
宋
・
元
代
の
性
格
を
｢
移
行
期｣
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
( )
。
小
論
が
対
象
と
し
た
人
民
編
成
・
税
役
制
度
以
外
の
面
で
も
、
明
初
期
に
は
画
期
性
が
看
取
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
身
分
制
の
面
に
お
け
る
功
臣
へ
の
奴
婢
給
賜
規
定
と
庶
民
の
奴
婢
保
有
禁
止
規
定
( )
や
、
科
挙
制
度
の
面
に
お
け
る
応
挙
の
際
の
生
員
資
格
の
必
須
化
( )
な
ど
も
、
｢
唐
宋
変
革｣
が
生
み
出
し
た
新
た
な
原
理
が
宋
・
元
代
を
経
て
明
初
期
に
徹
底
さ
れ
た
例
と
い
え
よ
う
。
職
役
の
｢
正
役｣
化
と
い
う
明
初
里
甲
制
体
制
の
画
期
性
は
、｢
明
末
清
初｣
期
の
変
革
の
あ
り
方
を
も
規
定
し
て
い
た
。
明
末
の
賦
役
改
革
に
お
い
て
銀
納
化
さ
れ
た
徭
役
丁
銀
(
上
供
物
料
・
地
方
公
費
・
雑
役
を
一
括
し
て
銀
納
化
し
た
も
の)
が
成
年
男
子
を
対
象
と
し
、
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さ
ら
に
土
地
所
有
人
戸
＝
地
賦
銀
負
担
人
戸
が
丁
銀
を
負
担
す
る
と
い
う
発
想
( )
は
、
職
役
負
担
を
土
地
所
有
人
戸
の
普
遍
的
義
務
と
す
る
里
甲
制
体
制
の
原
則
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
生
じ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
明
初
里
甲
制
体
制
の
画
期
性
に
関
す
る
小
論
の
認
識
は
、
明
末
の
一
条
鞭
法
、
清
の
地
丁
銀
制
を
視
野
に
入
れ
て
中
国
前
近
代
の
賦
役
制
度
史
を
体
系
的
に
と
ら
え
る
う
え
で
も
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
註
[
凡
例]
研
究
者
個
人
の
著
書
に
収
録
さ
れ
た
論
文
は
、
原
載
雑
誌
名
等
を
省
略
し
て
原
発
表
年
の
み
を
記
す
。
(
１)
仁
井
田
陞
｢
中
国
社
会
の
『
封
建』
と
フ
ュ
ー
ダ
リ
ズ
ム｣
(
一
九
五
一
年
。
の
ち
『
中
国
法
制
史
研
究
奴
隷
農
奴
法
・
家
族
村
落
法』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
二
年
、
所
収)
。
周
藤
吉
之
｢
宋
代
浙
西
地
方
の
囲
田
の
発
展
―
土
地
所
有
制
と
の
関
係
―｣
(
一
九
六
五
年
。
の
ち
『
宋
代
史
研
究』
東
洋
文
庫
、
一
九
六
九
年
、
所
収)
。
(
２)
重
田
徳
｢
一
条
鞭
法
と
地
丁
銀
と
の
間｣
(
一
九
六
七
年
。
の
ち
『
清
代
社
会
経
済
史
研
究』
岩
波
書
店
一
九
七
五
年
、
所
収)
、
同
｢
清
朝
農
民
支
配
の
歴
史
的
特
質
―
地
丁
銀
成
立
の
い
み
す
る
も
の
―｣
(
一
九
六
七
年
。
の
ち
同
右
書
、
所
収)
。
小
山
正
明
｢
ア
ジ
ア
の
封
建
制
―
中
国
封
建
制
の
問
題
―｣
(
一
九
七
四
年
。
の
ち
『
明
清
社
会
経
済
史
研
究』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
所
収)
、
同
｢
宋
代
以
後
の
国
家
の
農
民
支
配｣
(
一
九
七
五
年
。
の
ち
同
右
書
、
所
収)
。
(
３)
中
国
専
制
国
家
の
租
税
・
徭
役
の
収
取
原
理
の
展
開
を
通
時
的
に
考
察
し
た
島
居
一
康
｢
中
国
に
お
け
る
国
家
的
土
地
所
有
と
農
民
的
土
地
所
有
―
両
税
法
時
代
を
中
心
と
し
て
―｣
(
中
村
哲
編
『
東
ア
ジ
ア
専
制
国
家
と
社
会
・
経
済
―
比
較
史
の
視
点
か
ら
―』
青
木
書
店
、
一
九
九
三
年)
は
、｢
唐
宋
変
革｣
か
ら
明
末
に
至
る
時
期
を
｢
両
税
法
時
代｣
と
一
括
し
て
性
格
規
定
し
て
い
る
。
(
４)
中
島
楽
章
｢
宋
元
明
移
行
期
論
を
め
ぐ
っ
て｣
(『
中
国
―
社
会
と
文
化』
二
〇
、
二
〇
〇
五
年)
。
(
５)
そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
明
代
の
糧
長
・
里
甲
制
体
制
が
宋
・
元
期
の
郷
書
手
・
職
役
戸
体
制
に
代
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
小
山
正
明
氏
の
理
解
(｢
中
国
社
会
の
変
容
と
そ
の
展
開｣
西
嶋
定
生
編
『
東
洋
史
入
門』
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年)
は
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
山
氏
は
大
土
地
所
有
者 
地
主
層
が
小
経
営
の
非
自
立
性
の
た
め
に
独
自
の
権
力
機
構
を
創
出
で
き
ず
、
国
家
に
依
存
す
る
こ
と
(
職
役
負
担)
を
通
し
て
郷
村
の
支
配
階
層
た
り
得
た
体
制
と
い
う
共
通
性
を
両
者
の
間
に
見
出
し
、
宋
代
―
明
末
期
は
同
一
の
歴
史
的
時
期
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
小
山
氏
の
主
張
の
実
証
的
・
理
論
的
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
｢
元
代
江
南
社
会
に
お
け
る
義
役
・
助
役
法
と
そ
の
歴
史
的
帰
結
―
糧
長
・
里
甲
制
体
制
成
立
の
一
側
面
―｣
(『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告』
一
七
、
一
九
九
三
年)
、
参
照
。
な
お
、｢
宋
元
明
移
行
期｣
論
を
テ
ー
マ
と
し
た
欧
米
の
学
術
会
議
の
成
果
で
あ
る         
                                                                                                     
を
紹
介
し
た
前
掲
註
(
４)
中
島
論
文
は
、
明
初
里
甲
制
体
制
の
性
格
に
つ
い
て
、
南
宋
期
以
来
の
｢
民
間
社
会
の
『
下
か
ら
の』
自
生
的
な
秩
序
化
を
、『
上
か
ら
の』
社
会
編
成
に
よ
っ
て
体
制
化
し
た
の
で
あ
る｣
と
主
張
す
る
。
現
象
面
に
関
す
る
限
り
は
妥
当
な
理
解
で
あ
ろ
う
が
、
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
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に
な
っ
た
の
か
下
か
ら
形
成
さ
れ
た
秩
序
が
な
ぜ
に
上
か
ら
体
制
化
さ
れ
た
の
か
で
あ
る
。
右
の
拙
稿
で
示
し
た
社
会
的
結
合
の
特
質
に
規
定
さ
れ
て
必
然
化
す
る
他
律
化
傾
向
の
所
産
と
い
う
理
解
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
筆
者
な
り
の
解
答
で
あ
る
。
(
６)
佐
竹
靖
彦
｢
官
箴
と
地
方
行
政
―
『
作
邑
自
箴』
の
理
解
を
中
心
に
―｣
(
一
九
九
三
年
。
の
ち
『
宋
代
史
の
基
礎
的
研
究』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
所
収)
。
(
７)
古
林
森
廣
｢
宋
代
の
官
箴
書
に
つ
い
て｣
(
一
九
九
〇
年
。
の
ち
『
中
国
宋
代
の
社
会
と
経
済』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
、
所
収)
。
(
８)
同
右
。
(
９)
周
藤
吉
之
｢
南
宋
の
役
法
と
寛
郷
・
狭
郷
・
寛
都
・
狭
都
と
の
関
係｣
(『
唐
宋
社
会
経
済
史
研
究』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年)
は
、『
州
県
提
綱』
巻
二
( )
｢
酌
中
差
役｣
の
項
(
項
の
番
号
は
便
宜
的
に
筆
者
が
付
し
た
。
以
下
も
同
じ)
が
紹
興
二
六
年
(
一
一
五
六)
六
月
―
二
八
年
(
一
一
五
八)
六
月
の
間
、
実
施
さ
れ
た
批
朱
白
脚
歇
役
法
に
論
及
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
州
県
提
綱』
の
執
筆
時
期
を
紹
興
二
六
・
二
七
年
頃
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、『
州
県
提
綱』
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
は
、
古
林
森
廣
｢
南
宋
の
官
箴
書
『
州
県
提
綱』
に
つ
い
て｣
(
一
九
九
〇
年
。
の
ち
『
中
国
宋
代
の
社
会
と
経
済』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
、
所
収)
も
参
照
。
( )
胥
吏
と
地
域
の
豪
民
に
関
す
る
『
州
県
提
綱』
の
代
表
的
な
記
述
を
一
例
ず
つ
挙
げ
て
お
く
。
 
胥
吏
之  
姦
黠
者
、
多
至
弄
権
。
蓋
彼
本
為 
賂
、
以
優
厚
其
家
。
豈
有
公
論
。
若
喜
其  
、
而
稍
委
用
之
、
則
百
姓
便
以
為
官
司
曲
直
、
皆
出
彼
之
手
、
彼
亦
妄
自
誇
大
以
驕
人
、
往
往
事
亡
巨
細
、
倶
輻
輳
之
。
(
巻
一
(
７)
｢
防
吏
弄
権｣)
 
姦
豪
居
郷
、
則
残
虐
細
民
、
在
公
則 
持
胥
吏
。
訟
至
有
司
、
胥
吏
奉
承
其
意
、
惟
恐
或
忤
、
以
至
以
曲
為
直
、
以
是
為
非
。
長
官
不
明
不
公
者
、
則
唯
吏
是
従
。
間
有
公
且
明
者
、
一
切
自
出
己
見
。
彼
之
訟
不
勝
、
輒
以
胥
吏
受
賂
妄
訴
吏
者
多
矣
。
吏
何
足
恤
。
但
姦
民
得
志
、
吏
益
畏
憚
、
小
民
之
屈
、
愈
不
可
伸
。
(
巻
二
( )
｢
示
不
由
吏｣)
( )
闕
名
氏
撰
『
州
県
提
綱』
の
各
巻
の
項
目
の
標
題
を
一
覧
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。
各
項
の
標
題
の
下
に
論
及
す
る
内
容
を
便
宜
的
に
示
し
た
。 
は
胥
吏
統
率
に
関
す
る
も
の
、 
は
裁
判
業
務
に
関
す
る
も
の
、 
は
財
政
業
務
に
関
す
る
も
の
(   
は
徴
税
に
関
す
る
も
の
、   
は
徭
役
に
関
す
る
も
の)
を
示
す
。
巻
一
(
１)
己
を
潔
く
せ
よ 
(
２)
心
を
平
ら
か
に
せ
よ
(
３)
専
ら
勤
め
よ 
(
４)
職
を
奉
る
に
理
に
循
え
(
５)
用
を
節
し
て
養
廉
せ
よ 
(
６)
虚
誉
を
求
む
る
勿
れ
(
７)
吏
の
権
を
弄
ぶ
を
防
げ 
(
８)
同
僚
は
和
を
貴
べ 
(
９)
子
弟
防
閑
を
せ
よ 
( )
内
外
の
禁
を
厳
し
く
せ
よ
( )
私
覿
の
欺
き
を
防
げ
( )
親
戚
の
販
鬻
を
戒
め
よ
( )
吏
を
責
む
る
に
須
く
自
ら
反
る
べ
し 
( )
燕
会
は
宜
し
く
簡
か
に
せ
よ 
( )
吏
の
言
信
ず
る
勿
れ 
( )
時
に
警
察
を
加
え
よ
( )
晨
起
は
早
き
を
貴
べ
( )
事
積
滞
す
る
無
れ 
( )
情
壅
蔽
す
る
勿
れ
( )
四
つ
は
宜
し
く
帯
す
べ
か
ら
ず 
( )
三
つ
は
刑
を
行
な
わ
ざ
れ
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( )
俸
給
妄
り
に
請
う
無
れ
( )
市
買
の
欺
き
を
防
げ
( )
怒
り
遷
す
べ
か
ら
ず
( )
盛
怒
は
必
ず
忍
べ
( )
疑
事
は
思
う
を
貴
べ
( )
私
語
を
聴
く
勿
れ 
( )
人
を
差
し
て
索 
す
る
勿
れ
巻
二
(
１)
状
を
判
ず
る
に
偏
詞
に
憑
る
勿
れ 
(
２)
状
を
判
ず
る
に
多
く
人
を
追
す
る
勿
れ 
(
３)
理
無
き
者
に
示
す
に
法
を
以
て
せ
よ 
(
４)
意
を
萌
し
て
科
罰
す
る
勿
れ 
(
５)
供
す
る
所
を
面
審
せ
よ 
(
６)
呈
断
は
元
供
に
憑
れ 
(
７)
詳
か
に
案
牘
を
閲
べ
よ 
(
８)
詳
か
に
初
詞
を
閲
べ
よ 
(
９)
愚
民
の
情
に
通
ぜ
よ 
( )
交
易
は
鈔
に
憑
ら
ざ
れ 
( )
誣
告
は
反
坐
に
結
べ 
( )
告
訐
し
て
農
を
擾
す
を
禁
ぜ
よ 
( )
告
訐
は
必
ず
懲
ら
せ 
( )
清
佃
は
遽
か
に
給
す
る
勿
れ 
( )
証
会
は
憑
る
に
足
ら
ず 
( )
再
会
は
須
く
点
差
す
べ
し 
( )
聴
訟
は
枝
蔓
す
る
無
れ 
( )
限
を
立
つ
る
に
緩
急
を
量
れ
( )
限
を
立
つ
る
に
遠
近
を
量
れ   
( )
催
状
は
前
限
を
照
ら
せ 
( )
柵
に
人
を
留
め
ざ
れ 
( )
監 
の
人
を
察
べ
よ 
( )
里
正
副
は
雑
差
す
る
勿
れ   
( )
刑
を
用
い
る
に
須
く
継
ぐ
べ
し 
( )
停
保
人
を
戒
諭
せ
よ 
( )
執
状
は
遽
か
に
判
ず
る
勿
れ 
( )
緊
限
も
て
病
詞
を
責
め
よ 
( )
宜
し
き
に
随
い
て
債
を
理
め
よ 
( )
状
を
受
く
る
に
箱
よ
り
出
だ
さ
ざ
れ 
( )
状
を
判
ず
る
に
月
日
を
詳
か
に
せ
よ 
( )
緊
要
の
事
を
籍
せ 
( )
案
牘
は
印
を
用
い
よ 
( )
軽
し
く
民
を
役
す
る
無
れ   
( )
工
匠
を
籍
定
せ
よ   
( )
吏
に
由
ら
ざ
る
を
示
せ 
( )
詳
か
に
地
図
を
画
け
( )
戸
口
保
伍
( )
備
さ
に
火
政
を
挙
げ
よ
( )
役
人
を
擾
す
を
禁
ぜ
よ   
( )
役
を
差
す
る
に
例
に
循
え   
( )
差
役
を
酌
中
せ
よ   
( )
差
役
の
擾
を
禁
ぜ
よ   
( )
役
は
須
く
預
め
差
す
べ
し   
( )
常
平
は
審
給
せ
よ
( )
乞
丐
を
安
養
せ
よ
( )
遺
棄
を
収
撫
せ
よ
( )
月
ご
と
に
雇
金
を
給
せ
巻
三
(
１)
捕
到
の
人
は
訊
う
勿
れ 
(
２)
囚
病
の
源
を
革
め
よ 
(
３)
疑
似
は
必
ず
察
べ
よ 
(
４)
初
詞
を
詳
究
せ
よ 
(
５)
獄
に
入
り
て
親
ら
鞫
め
よ 
(
６)
事
は
須
く
隔
問
せ
よ 
(
７)
腿
を
訊
杖
す
る
勿
れ 
(
８)
獄
吏
は
老
練
の
人
を
択
べ 
(
９)
不
測
に
獄
に
入
れ 
( )
病
囚
は
責
出
せ
よ 
( )
病
囚
は
詞
を
責
め
よ 
( )
病
囚
は
牢
を
別
に
せ
よ 
( )
囚
の
食
を
検
察
せ
よ 
( )
旬
に
遇
わ
ば
囚
を
点
べ
よ 
( )
獄
壁
は
必
ず
固
め
よ 
( )
鞫
獄
は
実
に
従
え 
( )
健
訟
の
者
は
独
匣
と
せ
よ 
( )
二
競
の
人
は
牢
を
同
に
せ
し
め
よ 
( )
囚
を
審
ぶ
る
に
吏
を
対
せ
し
む
る
勿
れ 
( )
夜
ご
と
に
親
ら
獄
を
定
め
よ 
( )
軽
し
く
人
を
禁
ず
る
勿
れ 
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( )
禁
刑
を
審
記
せ
よ 
( )
盗
難
の
贓
を
革
め
よ 
( )
罪
重
き
は
究
軽
す
る
勿
れ 
巻
四
(
１)
廉
な
れ
ば
則
ち
財
賦
給
る 
(
２)
月
解
の
図
を
画
け 
(
３)
簿
書
を
整
斉
せ
よ 
(
４)
詭
戸
を
関
併
せ
よ 
(
５)
税
を
追
す
る
に
先
ず
鈔
を
銷
せ   
(
６)
籍
を
掲
げ
て
税
を
点
追
せ
よ   
(
７)
収
支
は
緩
む
る
無
れ 
(
８)
帑
吏
は
人
を
択
べ 
(
９)
滲
漏
を
捜
求
せ
よ 
( )
募
役
は
禁
ぜ
ざ
れ   
( )
催
科
は
刑
を
省
け   
( )
催
数
の
欺
弊
を
革
め
よ   
( )
戸
長
拈
号
し
て
冊
を
給
せ   
( )
苗
米
を
受
納
す
る
に
頻
退
す
る
勿
れ   
( )
自
輸
の
人
戸
を
優
げ
よ   
( )
擅
に
倉
に
入
る
を
禁
ぜ
よ   
( )
当
庁
し
て
鈔
を
給
せ   
( )
滋
賀
秀
三
｢
清
朝
時
代
の
刑
事
裁
判
―
そ
の
行
政
的
性
格
。
若
干
の
沿
革
的
考
察
を
含
め
て
―｣
(
一
九
六
〇
年
。
の
ち
『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判』
創
文
社
、
一
九
八
四
年
、
所
収)
。
( )
宮
崎
市
定
｢
宋
元
時
代
の
法
制
と
裁
判
機
構
―
元
典
章
成
立
の
時
代
的
・
社
会
的
背
景
―｣
(
一
九
五
四
年
。
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集』
一
一
・
宋
元
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
所
収)
。
徳
永
洋
介
｢
南
宋
時
代
の
紛
争
と
裁
判
―
主
佃
関
係
の
現
場
か
ら
―｣
(
梅
原
郁
編
『
中
国
近
世
の
法
制
と
社
会』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年)
。
大
澤
正
昭
編
『
主
張
す
る
〈
愚
民
〉
た
ち
―
伝
統
中
国
の
紛
争
と
解
決
法
―』
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年)
。
( )
当
時
の
職
役
賦
課
の
矛
盾
の
詳
細
は
、
曽
我
部
静
雄
｢
南
宋
の
役
法｣
(『
宋
代
財
政
史』
生
活
社
、
一
九
四
一
年)
、
前
掲
註
(
９)
周
藤
論
文
、
草
野
靖
｢
宋
代
の
都
保
の
制｣
(『
文
学
部
論
叢
(
熊
本
大
学)』
二
九
、
一
九
八
九
年)
、
参
照
。
( )
青
木
敦
｢
健
訟
の
地
域
的
イ
メ
ー
ジ
―
一
一
〜
一
三
世
紀
江
西
社
会
の
法
文
化
と
人
口
移
動
を
め
ぐ
っ
て
―｣
(『
社
会
経
済
史
学』
六
五
―
三
、
一
九
九
九
年)
は
、
江
南
西
路
と
そ
の
周
辺
地
域
で
の
健
訟
の
風
潮
の
背
景
は
｢
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
移
民
流
入
・
人
口
増
加
の
状
況｣
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
だ
が
、
健
訟
の
風
潮
を
地
域
的
な
特
質
と
と
ら
え
る
青
木
氏
の
理
解
は
、
問
題
提
起
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
青
木
氏
が
い
う
人
口
過
剰
や
紛
争
激
化
が
移
民
・
開
発
の
当
初
か
ら
起
こ
る
現
象
で
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
そ
の
定
着
後
に
起
こ
る
現
象
で
あ
る
の
か
不
明
確
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
む
し
ろ
Ｂ
・
パ
ス
タ
ー
ナ
ク
の
主
張
に
よ
れ
ば
定
着
後
の
現
象
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
(
瀬
川
昌
久
『
中
国
社
会
の
人
類
学
―
親
族
・
家
族
か
ら
の
展
望』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
四
年)
。
第
二
は
、
青
木
氏
が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
状
況
を
示
す
論
拠
と
し
た
北
宋
・
元
豊
年
間
―
至
元
一
三
年
の
人
戸
の
増
加
率
は
、
江
南
西
路
と
周
辺
地
域
よ
り
も
両
浙
路
、
と
く
に
浙
西
地
方
の
方
が
高
い
(
浙
西
地
方
全
体
で
約
二
・
三
倍)
こ
と
で
あ
る
。
江
西
に
お
け
る
訟
学
の
発
達
と
健
訟
の
風
潮
と
は
別
個
に
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
健
訟
の
風
潮
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
官
箴
書
の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
と
さ
れ
、
そ
れ
が
当
時
の
人
々
に
読
み
継
が
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
地
域
の
特
質
を
越
え
た
普
遍
的
な
社
会
問
題
・
行
政
課
題
と
理
解
し
た
方
が
整
合
的
で
あ
ろ
う
。
( )
至
正
一
四
―
一
六
年
(
一
三
五
四
―
五
六)
に
慶
元
路
慈
渓
県
の
処
士
趙
偕
が
当
地
の
県
尹
陳
麟
に
提
出
し
、
実
行
に
も
移
さ
れ
た
県
政
改
革
の
建
白
書
で
あ
る
｢
治
県
権
宜
為
邑
宰
陳
文
昭
設｣
(
趙
偕
撰
『
趙
宝
峰
先
生
文
集』
巻
一)
で
は
、〈
考
貧
富
以
均
賦
役
〉
と
〈
治
誑
官
以
杜
妄
告
〉
の
項
で
徭
役
賦
課
の
不
均
等
の
解
消
と〝
妄
告〟
(
虚
偽
の
訴
え)
の
風
潮
の
解
消
が
説
か
れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
｢
元
末
一
地
方
政
治
改
革
案
―
明
初
地
方
政
治
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改
革
の
先
駆
―｣
(『
東
洋
史
研
究』
五
六
―
一
、
一
九
九
七
年)
、
参
照
。
( )
拙
稿
｢
明
代
里
老
人
制
理
解
へ
の
提
言
―
村
落
自
治
論
・
地
主
権
力
論
を
め
ぐ
っ
て
―｣
(
足
立
啓
二
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
・
文
化
構
造
の
異
化
過
程
に
関
す
る
研
究』
一
九
九
四
―
九
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
(
Ｂ)
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
六
年)
。
( )
前
掲
註
(
５)
の
拙
稿
。
里
甲
制
に
義
役
の
機
能
を
認
め
る
理
解
と
し
て
、
草
野
靖
｢
宋
代
に
お
け
る
戸
等
制
の
衰
退
と
郷
役
の
変
遷｣
(『
七
隈
史
学』
一
、
二
〇
〇
〇
年)
も
あ
る
。
( )
里
甲
制
下
の
就
役
原
則
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
成
果
に
よ
る
。
山
根
幸
夫
｢
明
初
の
徭
役
制
度｣
(『
明
代
徭
役
制
度
の
展
開』
東
京
女
子
大
学
学
会
、
一
九
六
六
年)
。
鶴
見
尚
弘
｢
明
代
に
お
け
る
郷
村
支
配｣
(『
岩
波
講
座
世
界
歴
史』
一
二
・
中
世
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年)
。
小
山
正
明
｢
賦
・
役
制
度
の
変
革｣
(
一
九
七
一
年
。
の
ち
『
明
清
社
会
経
済
史
研
究』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
所
収)
。
栗
林
宣
夫
｢
里
甲
制
の
施
行｣
(『
里
甲
制
の
研
究』
文
理
書
院
、
一
九
七
一
年)
。
岩
見
宏
｢
明
初
の
徭
役
制
度｣
(『
明
代
徭
役
制
度
の
研
究』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
六
年)
。
谷
口
規
矩
雄
｢
明
代
前
期
の
徭
役
制
度｣
(『
明
代
徭
役
制
度
史
研
究』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
八
年)
。
( )
周
藤
吉
之
｢
宋
代
郷
村
制
の
変
遷
過
程｣
(
一
九
六
三
年
。
の
ち
『
唐
宋
社
会
経
済
史
研
究』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
所
収)
。
前
掲
註
( )
・
( )
草
野
論
文
。
( )
柳
田
節
子
｢
宋
元
郷
村
戸
等
制
補
論｣
(
一
九
八
一
年
。
の
ち
『
宋
元
郷
村
制
の
研
究』
創
文
社
、
一
九
八
六
年
、
所
収)
。
島
居
一
康
｢
戸
等
と
役
法｣
(
一
九
八
四
年
。
の
ち
『
宋
代
税
政
史
研
究』
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
、
所
収)
。
前
掲
註
( )
・( )
草
野
論
文
。
( )
柳
田
節
子
｢
元
代
郷
村
の
戸
等
制｣
(
一
九
七
七
年
。
の
ち
『
宋
元
郷
村
制
の
研
究』
創
文
社
、
一
九
八
六
年
、
所
収)
、
前
掲
註
( )
柳
田
論
文
。
( )
渡
辺
信
一
郎
｢
唐
宋
変
革
期
に
お
け
る
農
業
構
造
の
発
展
と
下
級
官
人
層
―
白
居
易
の
慙
愧｣
(
一
九
八
四
年
。
の
ち
『
中
国
古
代
社
会
論』
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年
、
所
収)
。
宮
澤
知
之
｢
宋
代
先
進
地
帯
の
階
層
構
成｣
(『
鷹
陵
史
学』
一
〇
、
一
九
八
五
年)
。
( )
前
掲
註
(
３)
島
居
論
文
。
( )
渡
辺
信
一
郎
｢
漢
代
更
卒
制
度
の
再
検
討
―
服
虔
―
浜
口
説
批
判
―｣
(『
東
洋
史
研
究』
五
一
―
一
、
一
九
九
二
年)
、
同
『
中
国
古
代
国
家
の
思
想
構
造
―
専
制
国
家
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー』
(
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
年)
。
( )
宮
崎
市
定
｢
唐
代
賦
役
制
度
新
考｣
(
一
九
五
六
年
。
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集』
八
・
唐
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
所
収)
。
渡
辺
信
一
郎
｢
唐
代
前
期
に
お
け
る
農
民
の
軍
役
負
担｣
(『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
・
社
会』
五
五
、
二
〇
〇
三
年)
。
( )
岩
井
茂
樹
｢
徭
役
と
財
政
の
あ
い
だ｣
(
一
九
九
四
年
。
の
ち
『
中
国
近
世
財
政
史
の
研
究』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
所
収)
。
岩
井
氏
は
、
里
甲
正
役
の
負
担
が
軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
論
及
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
に
あ
る
多
く
の
社
会
集
団
に
お
い
て
、
と
く
に
地
域
的
な
公
的
団
体
に
お
い
て
、
そ
の
世
話
役
や
、
責
任
者
、
役
員
な
ど
の
職
務
を
、
構
成
員
全
員
に
た
い
し
て
公
平
に
わ
り
あ
て
る
方
法
と
し
て
、
輪
番
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
を
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
団
体
内
部
の
経
費
負
担
や
行
政
か
ら
要
求
さ
れ
る
公
課
負
担
に
つ
い
て
、
輪
番
に
よ
る
負
担
の
し
く
み
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
明
代
里
甲
制
に
お
け
る
坊
長
・
里
長
、
甲
首
の
輪
番
応
役
も
こ
う
し
た
通
則
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
官
府
か
ら
の
公
課
負
担
要
求
に
た
い
し
て
は
、
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里
甲
役
で
は
な
く
、
法
定
的
な
種
々
の
租
税
や
有
力
戸
を
対
象
と
し
た
雑
役
の
制
度
が
こ
れ
に
応
じ
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
里
甲
制
を
つ
く
っ
た
明
代
の
人
々
と
現
代
社
会
の
わ
れ
わ
れ
と
は
、
そ
の
常
識
的
な
判
断
、
目
的
と
手
段
に
つ
い
て
の
合
理
的
判
断
に
お
い
て
、
隔
絶
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
(
三
五
三
頁)
し
か
し
、
里
甲
正
役
の
負
担
の
度
合
と
就
役
方
法
の
意
義
は
、
経
験
主
義
的
に
で
は
な
く
、
後
段
で
論
じ
る
よ
う
に
歴
史
的
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
( )
前
掲
註
( )
草
野
論
文
。
( )
前
掲
註
( )
周
藤
論
文
。
( )
郷
村
戸
の
実
数
を
伝
え
る
場
合
は
実
数
を
も
と
に
し
た
が
、
そ
れ
は
稀
で
あ
る
。
郷
村
戸
の
実
数
が
不
明
な
場
合
は
、
梁
庚
堯
『
南
宋
的
農
村
経
済』
(
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
四
年)
の
分
析
を
参
考
に
郷
村
戸
の
比
率
を
九
〇
％
と
仮
定
し
、
府
と
附
郭
県
に
つ
い
て
は
郷
村
戸
の
比
率
を
八
〇
％
と
仮
定
し
て
算
出
し
た
。
な
お
、
宋
代
の
主
戸
数
が
不
明
な
場
合
に
つ
い
て
は
戸
数
に
基
づ
い
た
。
( )
前
掲
註
( )
岩
井
論
文
、
三
五
一
頁
。
( )
宮
崎
市
定
｢
宋
代
州
県
制
度
の
由
来
と
そ
の
特
色
―
特
に
衙
前
の
変
遷
に
つ
い
て
―｣
(
一
九
五
三
年
。
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集』
一
〇
・
宋
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
所
収)
。
( )
管
見
の
限
り
で
、
元
代
の
役
法
に
関
す
る
概
ね
同
文
の
記
事
を
載
せ
る
江
蘇
省
・
浙
江
省
内
(
上
海
市
を
含
む)
の
地
方
志
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
。
乾
隆
『
呉
江
県
志』
巻
一
六
、
賦
役
五
、
徭
役
。
光
緒
『
蘇
州
府
志』
巻
一
三
、
田
賦
志
二
、
徭
役
。
光
緒
『
崑
新
両
県
続
修
合
志』
巻
七
、
田
賦
三
、
徭
役
。
光
緒
『
重
修
常
昭
合
志』
巻
七
、
戸
口
志
、
附
歴
代
徭
役
。
乾
隆
『
婁
県
志』
巻
七
、
民
賦
志
下
、
徭
役
。
嘉
慶
『
松
江
府
志』
巻
二
七
、
田
賦
志
、
役
法
。
光
緒
『
重
修
華
亭
県
志』
巻
八
、
田
賦
下
、
役
法
。
光
緒
『
青
浦
県
志』
巻
八
、
田
賦
下
、
徭
役
。
道
光
『
江
陰
県
志』
巻
四
、
民
賦
、
役
法
。
民
国
『
金
壇
県
志』
巻
四
、
賦
役
志
、
里
甲
。
正
徳
『
蘭
渓
県
志』
巻
二
、
官
政
類
、
役
法
。
万
暦
『
金
華
府
志』
巻
九
、
役
法
。
崇
禎
『
義
烏
県
志』
巻
七
、
物
土
考
、
徭
役
。
康
熙
『
永
康
県
志』
巻
六
、
役
法
。
民
国
『
金
華
県
志』
巻
一
二
、
食
貨
四
、
力
役
。
康
熙
『
臨
海
県
志』
巻
三
、
食
貨
志
、
役
法
。
光
緒
『
黄
巌
県
志』
巻
六
、
版
籍
志
三
、
徭
役
。
乾
隆
『
海
寧
州
志』
巻
三
、
徭
役
。
( )
梅
原
郁
｢
元
代
差
役
法
小
論｣
(『
東
洋
史
研
究』
二
三
―
四
、
一
九
六
五
年)
。
( )
陳
高
華
｢
論
元
代
的
軍
戸｣
(
一
九
八
二
年
。
の
ち
『
元
史
研
究
論
稿』
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
、
所
収)
、
同
｢
論
元
代
的
站
戸｣
(
一
九
八
三
年
。
の
ち
同
右
書
、
所
収)
。
太
田
弥
一
郎
｢
元
代
に
お
け
る
站
戸
の
形
態
―
馬
站
戸
と
水
站
戸
を
中
心
と
し
て
―｣
(『
東
洋
史
研
究』
三
六
―
一
、
一
九
七
七
年)
。
( )
前
掲
註
( )
梅
原
論
文
。
前
掲
註
( )
・( )
柳
田
論
文
。
陳
高
華
｢
元
代
役
法
簡
論｣
(
一
九
八
一
年
。
の
ち
『
元
史
研
究
論
稿』
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
、
所
収)
。
( )
拙
稿
｢〝
義
役〟
―
南
宋
期
に
お
け
る
社
会
的
結
合
の
一
形
態
―｣
(『
史
林』
七
五
―
五
、
一
九
九
二
年)
、
前
掲
註
(
５)
の
拙
稿
。
( )
前
掲
註
(
５)
の
拙
稿
。
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( )
鶴
見
尚
弘
｢
元
末
・
明
初
の
魚
鱗
冊｣
(『
山
根
幸
夫
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢』
下
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年)
。
陳
高
華
｢
元
朝
的
土
地
登
記
和
土
地
籍
冊｣
(
一
九
九
八
年
。
の
ち
『
元
史
研
究
新
論』
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
所
収)
。
( )
史
伯 
撰
『
青
華
集』
清
・
嘉
慶
元
年
八
月
抄
本
の
部
分
複
写
の
入
手
に
あ
た
っ
て
は
、
熊
本
大
学
文
学
部
に
留
学
中
の
徐
凱
衍
氏
、
上
海
図
書
館
長
の
呉
建
中
氏
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
( )
史
伯 
撰
『
青
華
集』
巻
二
の
｢
上
塩
禁
書｣
、｢
上
岳
侯
言
賦
役
書｣
、｢
又
賦
役
陳
言
書｣
、｢
与
作 
頭
首
論
事
宜｣
、
同
書
巻
三
の
｢
上
州
尹
岳
侯
書｣
、
｢
再
上
太
守
岳
侯
書｣
、｢
三
上
太
守
岳
侯
書｣
な
ど
。
( )
史
伯 
撰
『
青
華
集』
巻
二
｢
上
岳
侯
言
賦
役
書｣
。
( )
前
掲
註
( )
の
拙
稿
。
( )
前
掲
註
( )
島
居
論
文
。
柳
田
節
子
｢
宋
代
の
戸
等
基
準｣
(『
宋
元
郷
村
制
の
研
究』
創
文
社
、
一
九
八
六
年)
。
( )
史
伯 
撰
『
青
華
集』
巻
二
｢
又
賦
役
陳
言
書｣
に〝
今
君
侯
行
均
役
之
事
、
先
行
自
実
之
法
、
可
謂
得
均
之
之
実
矣〟
と
あ
り
、
岳
祖
義
が
役
法
改
革
に
着
手
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
( )
萬
暦
『
邵
武
府
志』
巻
五
二
、
記
類
、
黄
鎮
成
撰
｢
均
徭
政
績
記｣
(
内
閣
文
庫
蔵)
至
正
十
有
六
年
冬
、
監
邑
安
公 
邑
令
張
公
来
、
上
稽
吏
牘
、
召
役
者
而
訊
焉
。
…
…
公
乃
同
監
邑
安
答
兒
禿
、
合
其
僚
主
簿
盧
信
・
典
史
楊
省
夫
・
吏
属
黄
子
良
・
何
君
齢
・
蒋
伯
起
・
丘
栄
貴
・
李
宗
茂 
邑
役
戸
、
僉
議
徭
役
條
目
、
復
采
儒
宿
老
成
之
論
。
( )
前
掲
註
( )
柳
田
論
文
一
六
四
頁
に
倣
い
、
水
田
五
升
の
税
率
を
も
と
に
算
出
す
れ
ば
、
税
糧
負
担
一
石
五
斗
の
人
戸
の
土
地
所
有
面
積
は
約
三
〇
畝
と
な
る
。
( )
た
だ
し
、
趙
偕
撰
『
趙
宝
峰
先
生
文
集』
巻
一
｢
治
県
権
宜
為
邑
宰
陳
文
昭
設｣
〈
考
貧
富
以
均
賦
役
〉
は
、〝
田
土
惟
有
毎
畝
権
出
鈔
一
両
助
役
、
頗
為
均
平
。
本
県
不
力
行
、
諸
人
亦
視
為
虚
文〟
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
方
法
は
、
共
同
出
資
を
も
と
に
共
同
資
産
を
設
置
し
て
役
費
の
援
助
を
行
な
う
タ
イ
プ
の
義
役
と
推
測
さ
れ
る
が
、
当
時
の
慈
渓
県
で
は
こ
の
タ
イ
プ
の
義
役
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
( )
前
掲
註
(
９)
周
藤
論
文
。
( )
催
税
甲
頭
制
の
詳
細
は
、
前
掲
註
( )
曽
我
部
論
文
、
前
掲
註
( )
周
藤
論
文
、
前
掲
註
( )
草
野
論
文
、
参
照
。
な
お
、
催
税
甲
頭
制
の
弊
害
は
『
宋
会
要
輯
稿』
食
貨
一
四
―
一
八
、
免
役
下
、
紹
興
元
年
九
月
一
二
日
条
の
臣
僚
の
言
に
詳
し
い
。
( )
拙
稿
｢
元
代
勧
農
文
小
考
―
元
代
江
南
に
お
け
る
勧
農
の
基
調
と
そ
の
歴
史
的
位
置
―｣
(『
文
学
部
論
叢
(
熊
本
大
学)』
四
九
、
一
九
九
五
年)
。
( )
大
澤
正
昭
｢
宋
代
『
江
南』
の
生
産
力
評
価
を
め
ぐ
っ
て｣
(
一
九
八
五
年
。
の
ち
『
唐
宋
変
革
期
農
業
社
会
史
研
究』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
、
所
収)
、
同
『
陳 
農
書
の
研
究
―
一
二
世
紀
東
ア
ジ
ア
稲
作
の
到
達
点』
(
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
三
年)
。
足
立
啓
二
｢
宋
代
両
浙
に
お
け
る
水
稲
作
の
生
産
力
水
準｣
(『
文
学
部
論
叢
(
熊
本
大
学)』
一
七
、
一
九
八
五
年)
、
同
｢
宋
代
以
降
の
江
南
稲
作｣
(『
稲
の
ア
ジ
ア
史』
第
二
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
七
年)
。
( )
前
掲
註
( )
宮
澤
論
文
。
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( )
前
掲
註
( )
宮
澤
論
文
。
北
田
英
人『
一
九
八
六
―
八
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
一
般
研
究
Ｃ)
｢
宋
元
明
清
期
中
国
江
南
三
角
州
の
農
業
の
進
化
と
農
村
手
工
業
の
発
展
に
関
す
る
研
究｣
研
究
成
果
報
告
書』
(
一
九
八
八
年)
。
( )
前
掲
註
( )
鶴
見
論
文
。
( )
檀
上
寛
｢
明
王
朝
成
立
期
の
軌
跡
―
洪
武
朝
の
疑
獄
事
件
と
京
師
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―｣
(
一
九
七
八
年
。
の
ち
『
明
朝
専
制
支
配
の
史
的
構
造』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年)
。
森
正
夫
｢
十
四
世
紀
後
半
に
お
け
る
明
代
江
南
官
田
の
形
成｣
(
一
九
八
六
年
。
の
ち
『
明
代
江
南
土
地
制
度
の
研
究』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
八
年
、
所
収)
。
( )
前
掲
註
( )
・( )
草
野
論
文
。
義
役
の
も
と
で
の
下
等
戸
の
就
役
の
実
態
は
、
本
文 
頁
に
引
用
し
た
『
開
慶
四
明
続
志』
巻
七
、
排
役
｢
行
移
始
末｣
の
記
事
を
参
照
。
( )
前
掲
註
(
５)
の
拙
稿
。
一
石
以
上
の
税
糧
負
担
を
土
地
所
有
額
に
換
算
す
れ
ば
、
約
二
〇
畝
以
上
の
土
地
所
有
に
相
当
し
た
こ
と
は
、
前
掲
註
( )
柳
田
論
文
一
六
四
頁
、
参
照
。
( )
一
丁
当
り
の
授
田
額
が
一
六
畝
で
あ
っ
た
の
は
蘇
州
府
太
倉
州
の
例
、
一
七
畝
で
あ
っ
た
の
は
済
南
府
の
例
で
あ
る
。
詳
し
く
は
前
掲
註
( )
鶴
見
論
文
、
参
照
。
( )
森
正
夫
｢
明
初
江
南
官
田
の
存
在
形
態｣
(
一
九
六
〇
・
六
一
年
。
の
ち
『
明
代
江
南
土
地
制
度
の
研
究』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
八
年
、
所
収)
。
( )
渡
辺
信
一
郎
『
中
国
古
代
社
会
論』
(
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年)
。
( )
安
良
城
盛
昭
｢
太
閤
検
地
の
歴
史
的
意
義｣
(
一
九
五
四
年
。
の
ち
『
幕
藩
体
制
社
会
の
成
立
と
構
造
増
訂
第
四
版』
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
、
所
収)
。
朝
尾
直
弘
｢
幕
藩
体
制
成
立
の
基
礎
構
造｣
(
一
九
六
二
年
。
の
ち
『
朝
尾
直
弘
著
作
集』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
所
収)
。
中
村
哲
｢
東
北
ア
ジ
ア
(
中
国
・
日
本
・
朝
鮮)
経
済
の
近
世
と
近
代
(
一
六
〇
〇
〜
一
九
〇
〇
年)
―
そ
の
共
通
性
と
差
異
性
―｣
(
中
村
哲
編
『
近
代
東
ア
ジ
ア
経
済
の
史
的
構
造
―
東
ア
ジ
ア
資
本
主
義
形
成
史
Ⅲ
―』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年)
。
( )
小
経
営
の
自
立
の
問
題
は
、
小
経
営
生
産
様
式
の
社
会
的
側
面
(
生
産
関
係
の
側
面)
を
捨
象
し
て
労
働
過
程
・
経
営
の
側
面
の
み
か
ら
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
歴
史
具
体
的
な
問
題
の
検
討
に
際
し
て
は
自
己
所
有
地
の
有
無
や
直
接
的
生
産
・
再
生
産
過
程
に
対
す
る
第
三
者
の
関
与
の
有
無
な
ど
の
要
素
が
指
標
と
さ
れ
て
き
た
(
た
と
え
ば
、
前
掲
註
(
３)
島
居
論
文
、
前
掲
註
( )
渡
辺
著
書)
。
筆
者
が
こ
こ
で
い
う
｢
小
農
自
立｣
と
は
、
長
期
間
に
亙
る
小
経
営
自
立
の
過
程
の
う
ち
、
日
本
近
世
史
研
究
で
主
張
さ
れ
た
｢
小
農
自
立｣
小
経
営
の
所
有
の
側
面
も
考
慮
に
入
れ
、
基
本
的
に
単
婚
小
家
族
の
労
働
力
と
自
己
所
有
地
で
再
生
産
可
能
な
農
民
が
広
範
に
形
成
さ
れ
る
局
面
の
意
味
で
使
用
す
る
。
な
お
、
所
有
の
側
面
を
捨
象
す
れ
ば
、
南
宋
期
の
浙
東
地
方
で
は
一
〇
―
二
〇
畝
の
経
営
面
積
で
再
生
産
可
能
な
段
階
に
達
し
て
お
り
(
前
掲
註
( )
宮
澤
論
文
、
前
掲
註
( )
足
立
論
文)
、
浙
西
デ
ル
タ
の
場
合
で
も
三
〇
―
五
〇
畝
の
経
営
面
積
で
再
生
産
可
能
な
段
階
に
達
し
て
い
た
(
長
井
千
秋
｢
南
宋
時
代
江
南
の
小
農
経
営
と
租
税
負
担｣
『
東
洋
史
苑』
四
七
、
一
九
九
六
年
。
拙
稿
｢
一
九
九
六
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望
―
東
ア
ジ
ア
五
代
・
宋
・
元｣
『
史
学
雑
誌』
一
〇
五
、
一
九
九
七
年)
と
考
え
ら
れ
る
。
( )
欒
成
顕
『
明
代
黄
冊
研
究』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年)
。『
萬
暦
九
年
清
丈
二
十
七
都
五
図
帰
戸
親
供
冊』
に
つ
い
て
は
同
書
第
五
章
、
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『萬
暦
二
十
七
都
五
図
黄
冊
底
籍』
に
つ
い
て
は
同
書
第
六
章
で
分
析
し
て
い
る
。
な
お
、
欒
氏
に
よ
れ
ば
『
萬
暦
二
十
七
都
五
図
黄
冊
底
籍』
は
、
安
徽
省
博
物
館
編
の
魚
鱗
図
冊
の
目
録
で
は
『
萬
暦
二
十
七
都
五
図
契
約
底
冊
四
本』
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
(
同
書
一
九
六
頁)
。
ま
た
両
文
書
は
、
欒
成
顕
(
岸
本
美
緒
訳)
｢
明
末
清
初
庶
民
地
主
の
一
考
察
―
朱
学
源
戸
を
中
心
に
―｣
(『
東
洋
学
報』
七
八
―
一
、
一
九
九
六
年)
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
( )
『
萬
暦
九
年
清
丈
二
十
七
都
五
図
帰
戸
親
供
冊』
、『
萬
暦
二
十
七
都
五
図
黄
冊
底
籍』
等
の
書
誌
情
報
は
、
い
ず
れ
も
前
掲
註
( )
欒
著
書
と
論
文
に
よ
る
。
な
お
、『
萬
暦
二
十
七
都
五
図
黄
冊
底
籍』
の
第
一
冊
と
第
四
冊
に
は
欠
落
し
た
箇
所
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
岩
井
茂
樹
｢『
嘉
靖
四
十
一
年
浙
江
厳
州
府
遂
安
県
十
八
都
下
一
図
賦
役
黄
冊
残
本』
考｣
(
夫
馬
進
編
『
中
国
明
清
地
方
档
案
の
研
究』
平
成
八
―
一
〇
年
度
科
学
研
究
費
(
国
際
学
術
調
査)
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
〇
年)
は
、
記
載
の
数
字
に
大
写
・
小
写
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
萬
暦
二
十
七
都
五
図
黄
冊
底
籍』
は
黄
冊
原
本
を
忠
実
に
抄
写
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
( )
両
文
書
、
ま
た
『
萬
暦
至
崇
禎
二
十
七
都
五
図
三
甲
朱
学
源
戸
冊
底』
、『
清
初
二
十
七
都
五
図
三
甲
編
審
冊』
は
、
所
属
人
戸
の
人
丁
数
・
所
有
田
産
額
の
推
移
を
伝
え
て
お
り
、
被
支
配
階
級
レ
ヴ
ェ
ル
の
社
会
的
流
動
性
の
具
体
的
あ
り
方
を
探
る
う
え
で
も
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
現
在
、
筆
者
は
森
正
夫
氏
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
閲
覧
・
調
査
を
準
備
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
実
見
に
基
づ
く
分
析
は
他
日
を
期
し
た
い
。
( )
た
と
え
ば
、
萬
暦
『
休
寧
県
志』
巻
一
、
輿
地
志
｢
沿
革｣
・｢
隅
都｣
の
項
。
( )
前
掲
註
( )
欒
著
書
は
、『
萬
暦
二
十
七
都
五
図
黄
冊
底
籍』
の
記
載
を
も
と
に
萬
暦
一
〇
年
、
同
二
〇
年
、
同
三
〇
年
、
同
四
〇
年
の
二
七
都
五
図
所
属
人
戸
の
所
有
田
産
額
も
一
覧
表
に
示
し
て
お
り
(
二
三
〇
頁
の
表
一
八)
、
そ
の
数
値
に
よ
れ
ば〝
田〟
の
地
目
が
占
め
る
比
率
は
六
三
％
台
―
六
五
％
台
で
推
移
し
て
い
る
。
な
お
、
欒
氏
は
図
所
属
人
戸
の
所
有
田
産
額
を
も
と
に
、
二
七
都
五
図
は
休
寧
県
内
に
お
い
て
は
大
規
模
な
図
で
あ
り
、
江
南
全
体
で
は
中
規
模
の
図
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
(
同
書
二
三
一
頁)
。
( )
欒
成
顕
氏
は
、
萬
暦
『
休
寧
県
志』
巻
三
、
食
貨
志
｢
公
賦｣
の
記
述
を
も
と
に
、
休
寧
県
に
お
け
る
税
畝
制
の
等
則
と
税
糧
科
則
を
下
の
表
の
通
り
整
理
し
て
い
る
。
前
掲
註
( )
欒
著
書
第
五
章
、
お
よ
び
欒
論
文
、
参
照
。
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萬暦９年に定められた休寧県の税畝等則と税糧科則
田土類別
一等
正地
二等
正地
三等
正地
上田 中田 下田 下下田
畝当りの
面積 (歩数)
30 40 50 190 220 260 300
畝当りの
科則
麦 ２升１合４勺
米 ５升３合５勺
註 ①山に関しては､ 萬暦9年の清丈において ｢山不論歩量計分畝｣ とある (歴史研究所
蔵 『休寧県都図地名字号便覧』)｡
②都市の各等正地の税糧科則は田と同じ｡ 河潭は田と同じ｡ 芦荻洲は地と同じ｡
欒成顕 (岸本美緒訳) ｢明末清初庶民地主の一考察―朱学源戸を中心に―｣ (『東洋学報』
78―1, 1996年) 20頁の表Fを転載｡
田土類別 上地 中地 下地 下下地 山 塘
畝当りの
面積 (歩数)
200 250 350 500 260
畝当りの
科則
麦 １升９合８勺７抄 １升７勺 ２升１合４勺
米 ３升８合７勺１抄３撮 １升７勺 ５升３合５勺
(続表)
( )
萬
暦
『
休
寧
県
志』
巻
三
、
食
貨
志
｢
公
賦｣
が
伝
え
る
劉
鳳
一
一
年
(
一
三
六
五)
に
定
め
た
休
寧
県
の
民
田
の
各
地
目
の
税
率
(｢
乙
巳
改
科
歳
征
之
式｣)
は
次
の
通
り
。
田
は
秋
糧
が
正
米
五
升
、
夏
税
が
正
麦
二
升
。
地
は
秋
糧
が
正
米
三
升
五
合
(
上
地)
・
正
米
三
升
(
下
地)
、
夏
税
が
正
麦
二
升
(
上
地
・
下
地
と
も)
。
山
は
秋
糧
が
正
米
一
升
、
夏
税
が
正
麦
一
升
。
塘
は
秋
糧
が
正
米
五
升
、
夏
税
が
正
麦
二
升
。
弘
治
『
徽
州
府
志』
巻
三
、
食
貨
二
｢
財
賦｣
の
｢
国
朝｣
が
伝
え
る
徽
州
府
下
の
諸
県
の
税
率
を
参
照
す
れ
ば
、
休
寧
県
の
田
の
税
率
は
下
田
の
税
率
に
相
当
し
、
地
の
税
率
は
下
地
の
税
率
に
相
当
す
る
。
山
に
つ
い
て
は
萬
暦
九
年
の
丈
量
で
は〝
山
不
論
歩
量
計
分
畝〟
と
い
う
(
前
掲
註
( )
の
表
の
註
記
を
参
照)
か
ら
実
面
積
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
試
み
に
萬
暦
九
年
の
休
寧
県
二
七
都
五
図
所
属
人
戸
の
所
有
田
産
が
す
べ
て
民
田
で
あ
り
、
田
は
下
田
、
地
は
下
地
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
、
本
文 
頁
に
あ
げ
た
表
３
の
税
畝
単
位
の
田
産
額
の
実
面
積
を
求
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
田
は
二
一
九
七
・
〇
六
六
四
畝
(
二
〇
三
四
・
三
二
〇
八
税
畝
×
一
・
〇
八)
、
地
は
八
〇
七
・
八
四
二
五
畝
(
五
五
三
・
三
一
七
三
税
畝
×
一
・
四
六)
、
山
は
五
七
三
・
二
五
一
四
畝
、
塘
は
三
七
・
七
七
八
四
畝
(
三
四
・
九
八
税
畝
×
一
・
〇
八)
、
総
計
は
三
六
一
五
・
九
三
八
七
畝
と
な
り
、
三
一
九
五
・
八
六
八
六
税
畝
を
上
回
る
。
田
が
中
田
、
地
が
中
地
で
あ
っ
た
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
田
は
一
八
七
一
・
五
七
五
一
畝
(
二
〇
三
四
・
三
二
〇
八
税
畝
×
〇
・
九
二)
、
地
は
五
七
五
・
四
五
畝
(
五
五
三
・
三
一
七
三
税
畝
×
一
・
〇
四)
、
総
計
は
三
〇
五
八
・
〇
五
四
九
畝
と
な
り
、
税
畝
表
示
よ
り
下
回
る
が
、
そ
の
差
は
些
少
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
す
べ
て
が
民
田
で
あ
る
な
ど
幾
つ
も
の
仮
定
を
施
し
た
数
値
で
あ
る
が
、
当
地
に
お
け
る
税
畝
表
示
面
積
と
実
面
積
の
関
係
の
全
体
的
傾
向
を
窺
う
目
安
に
は
な
ろ
う
。
( )
前
掲
註
( )
欒
著
書
第
六
章
と
第
一
二
章
。
( )
足
立
啓
二
｢
明
末
清
初
の
一
農
業
経
営
―
『
沈
氏
農
書』
の
再
評
価
―｣
(『
史
林』
六
一
―
一
、
一
九
七
八
年)
、
同
｢
明
清
時
代
長
江
下
流
の
水
稲
作
発
展
―
耕
地
と
品
種
を
中
心
と
し
て
―｣
(『
文
学
部
論
叢
(
熊
本
大
学)』
二
一
、
一
九
八
七
年)
。
( )
足
立
啓
二
｢
清
代
蘇
州
府
下
に
お
け
る
地
主
的
土
地
所
有
の
展
開｣
(『
文
学
部
論
叢
(
熊
本
大
学)』
九
、
一
九
八
二
年)
。
( )
本
文 
頁
の
表
６
の
田
産
所
有
規
模
一
〇
税
畝
未
満
の
人
戸
の
全
人
戸
に
占
め
る
比
率
を
参
照
。
( )
朝
尾
直
弘
『
近
世
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
―
畿
内
に
お
け
る
幕
藩
体
制』
(
一
九
六
七
年
。
の
ち
『
朝
尾
直
弘
著
作
集』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年)
七
一
―
七
五
頁
。
な
お
、
元
享
四
年
(
一
三
二
四)
の
山
城
国
上
久
世
荘
で
は
、
自
己
保
有
地
で
再
生
産
可
能
な
二
町
以
上
(
名
主
層
以
上)
の
土
地
所
有
者
の
比
率
は
一
四
・
二
九
％
で
あ
っ
た
(
永
原
慶
二
『
日
本
封
建
制
成
立
過
程
の
研
究』
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
、
一
九
七
―
一
九
八
頁)
。
こ
の
比
率
は
宋
代
の
中
等
戸
以
上
の
人
戸
の
比
率
と
近
似
し
て
お
り
、
小
経
営
の
自
立
を
指
標
と
す
る
限
り
、
宋
代
は
日
本
の
中
世
段
階
に
相
当
し
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
( )
里
甲
制
が
解
体
に
向
か
う
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
明
末
に
至
っ
て
も
、
土
地
所
有
の
主
体
と
な
る
小
経
営
農
民
の
成
長
の
動
き
、
な
ら
び
に
里
甲
編
成
に
適
合
的
な
階
層
構
成
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
太
湖
周
辺
デ
ル
タ
部
以
外
の
地
域
に
お
け
る
里
甲
制
解
体
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
も
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
欒
成
顕
氏
は
、
二
七
都
五
図
三
甲
所
属
人
戸
の
清
・
順
治
八
年
―
康
熙
四
〇
年
に
お
け
る
計
一
〇
回
分
の
編
審
の
内
容
を
伝
え
る
『
清
初
二
十
七
都
五
図
三
甲
編
審
冊』
を
分
析
し
、
二
七
都
五
図
三
甲
で
は
康
熙
年
間
初
頭
か
ら
土
地
売
買
が
活
発
化
し
、
原
則
か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
里
甲
編
成
が
現
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
(
前
掲
註
( )
欒
著
書
第
八
章)
。
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( )
最
近
、
宮
嶋
博
史
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
社
会
の
共
通
性
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
｢
小
農
社
会
論｣
に
お
い
て
、｢
朱
子
学
こ
そ
、
小
農
社
会
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
国
家
体
制
を
支
え
う
る
理
念
と
具
体
的
な
政
策
を
提
供
す
る
も
の｣
と
評
価
し
、｢
宋
代
は
新
し
い
国
家
支
配
原
理
の
模
索
期｣
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
(
宮
嶋
博
史
｢
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
の
『
近
世
化』
―
日
本
史
研
究
批
判
―｣
『
歴
史
学
研
究』
八
二
一
、
二
〇
〇
六
年)
。
宋
・
元
期
を
明
代
の
体
制
に
至
る
過
渡
期
と
す
る
示
唆
に
富
む
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
太
湖
周
辺
デ
ル
タ
部
に
お
け
る
集
約
稲
作
の
定
着
を
指
標
に
、
中
国
に
お
け
る
｢
小
農
社
会｣
の
確
立
を
一
六
世
紀
と
す
る
点
は
、
支
持
で
き
な
い
。
こ
の
理
解
で
は
、
宮
嶋
氏
自
身
が
｢
小
農
社
会｣
と
｢
近
世
化｣
の
指
標
と
す
る
科
挙
制
度
・
集
権
的
国
家
支
配
の
確
立
、
朱
子
学
の
形
成
と
国
家
理
念
化
、
宗
法
秩
序
の
確
立
と
時
期
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
し
ま
う
。
中
国
に
お
け
る
｢
小
農
社
会｣
確
立
の
指
標
を
太
湖
周
辺
デ
ル
タ
部
で
の
集
約
稲
作
の
定
着
に
求
め
る
必
然
性
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
宮
嶋
氏
は
｢
小
農
社
会｣
を
｢
自
ら
土
地
を
所
有
す
る
か
他
人
の
土
地
を
借
り
入
れ
る
か
を
問
わ
ず
、
基
本
的
に
は
自
己
お
よ
び
家
族
労
働
力
の
み
を
も
っ
て
独
立
し
た
農
業
経
営
を
行
な
う
小
農
が
、
支
配
的
な
存
在
で
あ
る
よ
う
な
社
会｣
(
宮
嶋
博
史
｢
東
ア
ジ
ア
小
農
社
会
の
形
成｣
『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る』
六
・
長
期
社
会
変
動
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年)
と
小
経
営
の
経
営
面
か
ら
定
義
し
て
い
る
が
、
註
( )
で
述
べ
た
よ
う
に
、
経
営
面
の
み
か
ら
す
れ
ば
浙
西
デ
ル
タ
で
も
南
宋
期
の
段
階
で
小
経
営
は
自
立
再
生
産
可
能
な
段
階
に
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
洪
武
三
一
年
(
一
三
九
八)
年
四
月
頒
行
の
『
教
民
榜
文』
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
里
甲
制
は
朱
子
学
的
理
念
に
基
づ
く
郷
村
制
度
と
し
て
の
性
格
も
有
し
て
お
り
、
一
四
世
紀
末
の
明
初
期
を
｢
小
農
社
会｣
の
体
制
的
な
成
立
期
と
と
ら
え
た
方
が
整
合
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
宮
嶋
氏
は
、｢
小
農
社
会
論｣
を
自
ら
｢
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
社
会
を
共
通
性
に
お
い
て
と
ら
え
る
試
み｣
と
称
し
な
が
ら
も
、
結
局
は
日
本
の
近
世
社
会
を
東
ア
ジ
ア
の
｢
近
世
化｣
が
実
現
し
な
か
っ
た
特
殊
な
存
在
と
す
る
理
解
に
陥
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
原
因
を
｢
朱
子
学
の
理
念
と
あ
い
い
れ
な
い
存
在
で
あ
る
武
士
に
よ
っ
て
『
近
世
化』
が
推
進
さ
れ
た
た
め｣
と
い
う
安
直
な
理
由
に
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
理
由
は
、
実
証
性
の
如
何
を
問
う
こ
と
な
く
、
日
本
封
建
制
論
を
近
代
国
民
国
家
建
設
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
一
蹴
し
(
宮
嶋
博
史
｢
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
化
、
植
民
地
化
を
ど
う
捉
え
る
か｣
宮
嶋
博
史
・
李
成
市
・
尹
海
東
・
林
志
弦
編
『
植
民
地
近
代
の
視
座
―
朝
鮮
と
日
本
―』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年)
、｢
武
威｣
を
生
み
出
す
日
本
の
社
会
原
理
(
百
姓
を
含
め
た
｢
自
力
救
済｣
の
秩
序)
の
検
討
を
欠
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
( )
高
橋
芳
郎
｢
明
代
の
奴
婢
・
義
子
孫
・
雇
工
人｣
(
一
九
九
三
年
。
の
ち
『
宋
―
清
身
分
法
の
研
究』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年)
。
( )
宮
崎
市
定
｢
科
挙
史｣
(
一
九
四
六
年
。
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集』
一
五
・
科
挙
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
所
収)
。
( )
前
掲
註
( )
小
山
論
文
。
北
村
敬
直
｢
清
代
に
お
け
る
租
税
改
革
(
地
丁
併
徴)｣
(
一
九
四
九
年
。
の
ち
『
清
代
社
会
経
済
史
研
究』
増
補
版
、
朋
友
書
店
、
一
九
七
八
年
、
所
収)
。
[
附
記]
本
稿
は
、
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
(
Ａ)
海
外
(
代
表：
木
下
尚
子)
｢
一
三
〜
一
四
世
紀
海
上
貿
易
か
ら
み
た
琉
球
国
成
立
要
因
の
実
証
的
研
究
―
中
国
福
建
省
を
中
心
に
―｣
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
八
月
の
中
国
史
研
究
会
に
お
け
る
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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